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イ ンスト ール
こ のイ ンスト ール・ ガイ ド では，UFT Oneのイ ンスト ールと アッ プグレード に

関する情報と ，サポート さ れているラ イ センスの種類の管理と 使用に関する情

報を提供し ます。

概要
OpenText™ UFT Oneは，機能テスト と 回帰テスト の自動化機能に，APIテスト

機能を組み合わせた統合機能テスト 製品ソ リ ュ ーショ ンです。

こ のガイ ド は，UFT Oneバージョ ン 23.4および 24.2を対象と し ています。

バージョ ンごと の違いは，必要に応じ て記載さ れています。

UFT Oneのソ フ ト ウェ ア ・ アッ プデート ，パッ チ，サービス・ パッ ク の確認に

は，ソ フ ト ウェ ア ・ サポート ・ サイ ト をご利用く ださ い。

注 : こ のガイ ド の情報は，UFT Oneオンラ イ ン ・ ヘルプセンタ ーでも 入手

でき ます。

イ ンスト ール・ ガイ ド のコ ンテンツ
次の表に，こ のイ ンスト ール・ ガイ ド のさ まざまな種類の情報の場所を示し ま

す。

イ ンスト ール・ タ

スク 詳細

概要情報 「 UFT Oneプログラ ムの使用」 (8ページ )

「 エン タ ープラ イ ズ・ デプロイ メ ン ト 」 (10ページ )

イ ンスト ール・
パッ ケージ

「 イ ンスト ール・ パッ ケージ」 (13ページ )

イ ンスト ール・ ガイ ド
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イ ンスト ール・ タ

スク 詳細

イ ンスト ールの前
に

「 イ ンスト ールの前に」 (19ページ )

「 イ ンスト ールの前提条件」 (19ページ )

「 必要なアク セス許可」 (22ページ )

イ ンスト ールのス
テッ プ

「 イ ンスト ール・ ウィ ザード を使用し た UFT Oneのイ ン
スト ール」 (26ページ )

「 UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール」 (34ページ )

「 Package for the Web Bundleから の UFT Oneのイ ンス
ト ール」 (50ページ )

「 イ ンスト ールの検証」 (63ページ )

「 Web 2.0アド イ ンまたは Extensibilityツールキッ ト のイ
ンスト ール」 (65ページ )

アッ プグレード 「 UFT Oneのアッ プグレード 」 (56ページ )

ト ラ ブルシュ ー
ティ ング

「 イ ンスト ール時の既知の問題」 (67ページ )

ラ イ センス 「 UFT Oneラ イ センス」 (77ページ )

ALMの統合 「 ALMに接続する前に」 (108ページ )

イ ンスト ール・ ガイ ド
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UFT Oneプログラ ムの使用
こ のト ピ ッ ク では，UFT Oneの使用に関するバッ ク グラ ウンド 情報を提供し ま

す。

こ のセク ショ ンの内容：

• デモ・ アプリ ケーショ ン 8
• アク セシビリ ティ 9
• Unicodeへの準拠 9

デモ・ アプリ ケーショ ン
こ のガイ ド では，サンプルの Webサイ ト と し て Advantage Online Shoppingを

使用し ます。こ のサイ ト の URLは次のと おり です。

https://www.advantageonlineshopping.com/#/

注 : こ のサイ ト を使用するには，ユーザ名と パスワード を登録する必要が

あり ます。こ れら の資格情報は永続的ではあり ません。サンプル Webサ

イ ト の Advantage Online Shoppingで新し いセッ ショ ンを開始する場合

は，資格情報を再定義する必要があり ます。

サンプルの Windowsベースのフ ラ イ ト ・ アプリ ケーショ ンも ，UFT Oneに付

属し ています。

Flight APIおよび Flight GUIアプリ ケーショ ンは，さ まざまな方法で起動でき

ます。

l Windowsの［スタ ート ］メ ニュ ー

l <UFT One イ ンスト ール・ フ ォ ルダ>/samples/Flights
Application/FlightsGUI.exe( Flight GUI application)

l <UFT One イ ンスト ール・ フ ォ ルダ>/samples/Flights
Application/FlightsAPI.exe( Flight API application)

l Windows OS：C:\Program Files (x86)\OpenText\UFT One

イ ンスト ール・ ガイ ド
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アク セシビリ ティ
操作の多く は，マウスを使っ て行います。

UFT Oneは，W3Cのアク セシビリ ティ 標準に従う 米国リ ハビリ テーショ ン法第

508条に準拠し ており ，Windowsユーザー補助オプショ ン ・ ユーティ リ ティ の

「 マウスキー」 オプショ ンを使用し て実行さ れる操作も 認識し ます。

また，多く の操作をショ ート カ ッ ト ・ キーを使用し て実行でき ます。

Unicodeへの準拠

UFT Oneは Unicode標準の要件に従っ て Unicodeに準拠し ているため，

さ まざまな言語を使用するアプリ ケーショ ンのテスト が可能です。

UFT Oneコ ンピュ ータ に，関連する Windows言語サポート がイ ンスト ールさ

れているかぎり ，英語以外のアプリ ケーショ ンをテスト し ます。

テスト やリ ソ ース ( 関数ラ イ ブラ リ ，オブジェ ク ト ・ リ ポジト リ ，回復シナリ

オなど ) の名前およびパスは Unicodeに対応し ていません。し たがっ て，英語

またはオペレーティ ング・ システムの言語のいずれかで設定する必要があり ま

す。

イ ンスト ール・ ガイ ド
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エンタ ープラ イ ズ・ デプロイ メ ン ト
ネッ ト ワーク や企業内の多数のコ ンピュ ータ にまたがるエンタ ープラ イ ズ・ ビ

ジネス・ モデルに UFT Oneをイ ンスト ールする場合は，各コ ンピュ ータ の管理

者権限が必要になり ます。

UFT Oneはサイ レン ト ・ イ ンスト ールも サポート し ています。詳細について

は，「 UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール」 (34ページ )を参照し てく ださ

い。

こ のセク ショ ンの内容：

• UFT と ユーザ・ アカ ウン ト 制御( UAC) 10
• Stingray Add-inまたは Terminal Emulator Add-in 11

UFT と ユーザ・ アカ ウン ト 制御( UAC)
コ ンピュ ータ のユーザ・ アカ ウン ト 制御( UAC) をオフ にする必要はあり ませ

ん。

ただし ，UACを無効にせずに初めて UFT Oneから ALMに接続するには，各マ

シンに ALMク ラ イ アン ト の MSIフ ァ イ ルのイ ンスト ールも 必要になり ます。

ALM Client MSI Generatorを使用し て，すべてのユーザ用のカ スタ ム MSIを生成

し ます。こ のツールでは，ク ラ イ アン ト 側の MSIをイ ンスト ールする前に ALM
サーバの設定を行えます。

カ スタ ム MSIの設定は，各 MSI Generatorのバージョ ンに付属のユーザ・ ガイ

ド の説明に従っ て行います。

注 : 設定を行う と き は，［Check Include Component Registration］およ

び［Use Shared Deployment Mode］オプショ ンを選択し ます。

イ ンスト ール・ ガイ ド
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Stingray Add-inまたは Terminal Emulator
Add-in
ユーザが Stingray Add-inまたは Terminal Emulator Add-inのいずれかを使用す

る場合は，UFT Oneのイ ンスト ール後に管理者またはユーザによる追加設定が

必要です。

Stingray Add-in と Terminal Emulator Add-inの両方

各コ ンピュ ータ で基本イ ンスト ールの後に，「 追加イ ンスト ール要件」 ( ［ス

タ ート ］メ ニュ ーで利用可能) を実行し ます。

［追加イ ンスト ール要件］で，［Stingrayウィ ザード の実行］と ［タ ーミ ナル

エミ ュ レ ータ ウィ ザード の実行］のいずれかまたは両方のオプショ ンを選択

し ，設定ウィ ザード の手順に従っ て，アド イ ンをセッ ト アッ プし ます。

Stingray Add-in
UFT Oneのイ ンスト ール後に，ユーザは次の手順で UFT One内から Stingray
Support Configuration Wizardを実行する必要があり ます：［ツール］＞［オプ

ショ ン］＞［GUI テスト ］タ ブ＞［Stingray］表示枠＞［バージョ ン］

こ の設定に管理者権限は必要あり ません。

Terminal Emulator Add-in
UFT Oneのイ ンスト ール後に，ユーザは次の手順で UFT One内から タ ーミ ナ

ル・ エミ ュ レータ の設定ウィ ザード を実行する必要があり ます：［ツール］＞

［オプショ ン］＞［GUI テスト ］タ ブ＞［タ ーミ ナル エミ ュ レ ータ ］表示枠

＞［ウィ ザード を 開く ］

こ のウィ ザード を実行するには，管理者権限が必要です。

次のよう に，ウィ ザード を一度だけ実行し ，その設定をレジスト リ ・ フ ァ イ ル

に保存し て，レジスト リ ・ フ ァ イ ルをすべてのコ ンピュ ータ にデプロイ するこ

と も でき ます。

イ ンスト ール・ ガイ ド
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1. タ ーミ ナル・ エミ ュ レータ ・ ウィ ザード の最終画面で，［タ ーミ ナル エ

ミ ュ レ ータ の設定を フ ァ イ ルに保存する］オプショ ンを選択し ます。

注 :設定に割り 当てら れているベンダ名と エミ ュ レータ 名，および

.regフ ァ イ ルの正確な名前と 場所を記録し ておいてく ださ い。

2. フ ァ イ ルを，自分のコ ンピュ ータ の<UFT Oneのイ ンスト ール・ フ ォ ルダ

>\datフ ォ ルダにコ ピーし ます。

3. レジスト リ ・ フ ァ イ ルをダブルク リ ッ ク し て，レジスト リ ・ エディ タ ・

メ ッ セージ・ ボッ ク スを開き ます。

4. ［はい］をク リ ッ ク し ，情報をレジスト リ に追加し ます。情報がレジスト

リ にコ ピーさ れたこ と を示すメ ッ セージが表示さ れます。

5. ［OK］をク リ ッ ク し ます。こ の設定に割り 当てら れているエミ ュ レータ 名

が，UFT Oneの利用可能なタ ーミ ナル・ エミ ュ レータ のリ スト に追加さ れ

ます。

イ ンスト ール・ ガイ ド
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イ ンスト ール・ パッ ケージ
こ のセク ショ ンでは，UFT Oneで利用可能な UFT Oneイ ンスト ール・ パッ ケー

ジについて詳し く 説明し ます。

イ ンスト ール・ パッ ケージには，無償試用版のページから ，または 「 ソ フ ト

ウェ アのラ イ センスと ダウンロード 」 ページでアカ ウン ト を選択し てアク セス

でき ます。

こ のセク ショ ンの内容：

• UFT Oneのフ ル・ イ ンスト ール・ パッ ケージ 13
• UFT Oneのコ ンパク ト なイ ンスト ール・ パッ ケージ 14
• UFT One関連の追加イ ンスト ール 15

UFT Oneのフ ル・ イ ンスト ール・ パッ ケー
ジ
Full UFT One DVD Releaseには，次の内容が含まれています。

l UFT Oneのセッ ト アッ プ ・ プログラ ム

UFT Oneのイ ンスト ール時に，含める機能と アド イ ンを指定でき ます。こ れ

により ，製品の機能と イ ンスト ール・ サイ ズの両方を制御でき ます。

含まれる機能の一覧については，「 ［カ スタ ム セッ ト アッ プ］画面」 (28
ページ )を参照し てく ださ い。

l UFT Oneの前提条件

l 「 UFT One関連の追加イ ンスト ール」 (15ページ )

イ ンスト ール・ ガイ ド
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UFT Oneのコ ンパク ト なイ ンスト ール・
パッ ケージ
UFT Oneには，コ ンパク ト なイ ンスト ール・ パッ ケージが用意さ れています。

パッ ケージ 内容

Package for the Web
Bundle

こ の圧縮さ れた軽量イ ンスト ール・ パッ ケージで
は，UFT Oneのセッ ト アッ プ ・ プログラ ムのみが提
供さ れます。こ のパッ ケージには，Full UFT One
DVD Release と 同じ 機能と アド イ ンが含まれていま
す。

UFT Oneのイ ンスト ール前提条件も 含まれています
が，自動的にはイ ンスト ールさ れません。こ れによ
り ，すでにすべての前提条件がイ ンスト ールさ れて
いる場合に，より 高速にイ ンスト ールするこ と がで
き ます。

除外内容：「 UFT One関連の追加イ ンスト ール」 (15
ページ )

イ ンスト ール・ ガイ ド
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パッ ケージ 内容

Core UFT One
DVD Bundle

テキスト 認識と リ モート AIオブジェ ク ト 検出サービ
スに ABBYYを使用し ない場合，こ のパッ ケージによ
り ，イ ンスト ールが若干速く ，軽量になり ます。

除外内容：

l ABBYY OCRエンジン ・ フ ァ イ ル。

UFT Oneイ ンスト ールに ABBYY OCRエンジン機能
を含める場合は，こ れら のフ ァ イ ルが必要です。
フ ァ イ ルは Full UFT One DVD Release と Package for
the Web Bundleに含まれています。

l リ モート AIオブジェ ク ト 検出サービス・ パッ ケー
ジ。

こ のパッ ケージは，Full UFT One DVD Releaseにの
み含まれる個別のイ ンスト ール・ プログラ ムです。

注：

l AIテーブル・ コ ンテナ内の AITableCellオブジェ ク
ト を認識するには，ABBYYテキスト 認識が必要で
す。

l 後で ABBYY OCRエンジンをイ ンスト ールに追加す
るには，UFT OCR Expansion Packをダウンロード
し ます。

UFT OCR Expansion
Pack

Core UFT One DVD Bundleの ABBYY OCRエンジン ・
サポート を提供し ます。

内容：ABBYY OCRエンジン ・ フ ァ イ ルのみ

注：使用する Core UFT One DVD Bundleバージョ ンに
一致するバージョ ンをダウンロード し てく ださ い。

UFT One関連の追加イ ンスト ール
Full UFT One DVD Releaseおよび Core UFT One DVD Bundleパッ ケージには，

UFT Oneセッ ト アッ プ ・ プログラ ムに加えて，UFT One関連の他のスタ ン ド ア

ロン ・ イ ンスト ール用の追加のセッ ト アッ プ ・ プログラ ムが含まれています。

追加のイ ンスト ール・ プログラ ムの 1つを実行するには，次の手順を実行し ま

す。

イ ンスト ール・ ガイ ド
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1. ダウンロード し たパッ ケージを解凍し ます。

2. Setup.exeフ ァ イ ルを実行し ます。

3. UFT Oneイ ンスト ール・ ウィ ザード の［起動］画面で，イ ンスト ールする

プログラ ムを選択し ます。

UFT One関連の追加イ ンスト ールには，次のも のがあり ます。

イ ンスト ール 説明

UFT One Add-in
for ALM

UFT Oneから ALM と 通信し て，ALMのテスト やコ ンポー
ネン ト を実行でき ます。

スタ ン ド アロン ・ バージョ ンは，UFT Oneがコ ンピュ ータ
にイ ンスト ールさ れていない場合にのみイ ンスト ールし ま
す。

こ れを UFT One と 一緒にイ ンスト ールするには，UFT One
のイ ンスト ール時にこ れをイ ンスト ールするこ と を選択し
ます。最初にこ れを UFT One と 一緒にイ ンスト ールせず，
後から イ ンスト ールする場合は，イ ンスト ール・ ウィ ザー
ド を再度実行し ます。［変更］を選択し てから ，［カ スタ
ム セッ ト アッ プ］画面で［ALM Plugin］を選択し ます。

Extensibility
SDK

Java， .NET，WPF，Silverlight，または Webの，UFT One
で標準でサポート さ れていないオブジェ ク ト のサポート を
開発でき ます。

Web 2.0 ツール
キッ ト のサポー
ト

Web 2.0テク ノ ロジの次のオブジェ ク ト をテスト で認識し
て使用するこ と ができ るよ う にし ます。

l ASP .NET Ajax
l Dojo
l GWT( Google Web Toolkit)
l jQueryUI
l Salesforce Lightning
l SiebelOpenUI
l EXT-JS
l YahooUI
Web 2.0ツールキッ ト は，UFT Oneに GUIアド イ ンと し て
表示さ れます。

イ ンスト ール・ ガイ ド
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イ ンスト ール 説明

ラ イ センス・
サーバのセッ ト
アッ プ

UFT Oneのコ ンカ レン ト ・ ラ イ センスと コ ミ ュ ータ ・ ラ イ
センスをイ ンスト ールおよび管理するのに使用する，
AutoPassラ イ センス・ サーバをイ ンスト ールでき るよ う
にし ます。

詳細については，「 UFT Oneラ イ センス」 (77ページ )およ
びAutoPass License Serverのオンラ イ ン ・ ド キュ メ ン ト を
参照し てく ださ い。

Run Results
Viewerセッ ト
アッ プ

スタ ン ド アロン ・ バージョ ンの Run Results Viewerをイ ン
スト ールでき るよ う にし ます。

スタ ン ド アロン ・ バージョ ンは，UFT Oneがコ ンピュ ータ
にイ ンスト ールさ れていない場合にのみイ ンスト ールし ま
す。

UFT Developer
セッ ト アッ プ

開発用 IDEでテスト を直接コ ーディ ングでき るよ う にする
機能テスト ・ ツールである UFT Developerをイ ンスト ール
でき るよ う にし ます。

l スタ ン ド アロン ・ バージョ ンは，UFT Oneがコ ンピュ ー
タ にイ ンスト ールさ れていない場合にのみイ ンスト ール
し ます。

l こ れを UFT One と 一緒にイ ンスト ールするには，UFT
Oneのイ ンスト ール時にこ れをイ ンスト ールするこ と を
選択し ます。最初にこ れを UFT One と 一緒にイ ンスト ー
ルせず，後から イ ンスト ールする場合は，イ ンスト ー
ル・ ウィ ザード を再度実行し ます。［変更］を選択し て
から ，［カ スタ ム セッ ト アッ プ］画面で
［UFT Developer］を選択し ます。

l UFT Developerをイ ンスト ールする前に，サポート さ れ
ているバージョ ンの Node.jsをイ ンスト ールする必要が
あり ます。UFT Developerでサポート さ れている Node.js
バージョ ンの一覧については，サポート ・ マト リ ク スを
参照し てく ださ い。

詳細については，UFT Developerヘルプセンタ ーを参照し
てく ださ い。
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イ ンスト ール 説明

リ モート AIオ
ブジェ ク ト 検出
サービスのセッ
ト アッ プ

( Full UFT One
DVD Releaseの
みに含まれま
す )

中央の処理能力の高い 1台のコ ンピュ ータ に リ モート AI
オブジェ ク ト 検出サービス をイ ンスト ールでき ます。こ の
サービスが，すべての UFT Oneコ ンピュ ータ に AIオブ
ジェ ク ト 検出サービスを提供でき ます。

イ ンスト ールの前に，UFT Oneヘルプセンタ ーに記載さ れ
ている，こ のサービスのすべての前提条件を満たし ている
こ と を確認し てく ださ い。

注 :別途記載のないかぎり ，「 Application Lifecycle Management」 また

は「 ALM」 と は現在サポート さ れている ALMまたは Quality Centerのす

べてのバージョ ンを指し ます。

一部の機能およびオプショ ンは，使用し ている ALMまたは Quality Center
のエディ ショ ンではサポート さ れていない可能性があり ます。

その他の参照項目：

l 「 イ ンスト ールの前に」 (19ページ )

l 「 UFT Oneラ イ センス」 (77ページ )

l 「 ALMに接続する前に」 (108ページ )
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イ ンスト ール・ パッ ケージ

UFT One (23.4-24.2) 18 / 111ページ

https://admhelp.microfocus.com/uft/en/24.2/UFT_Help/Content/User_Guide/ai_service_remote.htm


イ ンスト ールの前に
UFT Oneをイ ンスト ールする前に，次の手順を実行し てく ださ い。

注意 : UFT Oneは，ユーザ・ アク ショ ンやネッ ト ワーク 通信の記録に使用

さ れる可能性がある製品です。こ のため，UFT Oneの実行は，機密性の

高い情報が保存さ れておら ず，またそう し た情報へのアク セス手段も な

い専用のテスト ・ マシンで行う こ と を強く お勧めし ます。また，UFT
Oneの使用前に，ラ ボ・ ネッ ト ワーク ・ ト ポロジと アク セス許可を十分

に確認する必要があり ます。

手順 詳細

エンタ ープラ イ ズ環境への UFT Oneのイ ンス
ト ールに関する情報を確認する ( 該当する場
合)

「 エン タ ープラ イ ズ・ デプ
ロイ メ ン ト 」 (10ページ )

イ ンスト ールの前提条件を満たし ているこ と を
確認する

「 イ ンスト ールの前提条
件」 (19ページ )

UFT Oneを使用するために必要なアク セス許可
があるこ と を確認する

「 必要なアク セス許可」 (22
ページ )

UFT Oneのアッ プグレード に関する情報を確認
する ( 該当する場合)

「 UFT Oneのアッ プグレー
ド 」 (56ページ )

既知の問題を確認する 「 イ ンスト ール時の既知の
問題」 (67ページ )

「 UFT Oneラ イ センスに関
する既知の問題」 (106ペー
ジ )

UFT Oneをセキュ アな方法で使用するための手
順を確認する

『 UFT Oneセキュ リ ティ ・
リ フ ァ レ ンス』

イ ンスト ールの前提条件
こ のセク ショ ンでは，UFT Oneをイ ンスト ールするために必要な前提条件につ

いて説明し ます。イ ンスト ールを行う 前に，次の前提条件を確認し ます。

イ ンスト ール・ ガイ ド

イ ンスト ールの前に

UFT One (23.4-24.2) 19 / 111ページ

https://portal.microfocus.com/s/article/KM000001856?language=en_US
https://portal.microfocus.com/s/article/KM000001856?language=en_US


前提条

件 説明

イ ンス
ト ール
場所

UFT Oneをイ ンスト ールする場所を選択し ます。

( ネッ ト ワーク ・ ド ラ イ ブには UFT Oneをイ ンスト ールし ないで
く ださ い ) 。

イ ンスト ール・ パスおよびイ ンスト ール・ フ ァ イ ルのパスには，
英字のみ使用でき ます。

コ ン
ピュ ー
タ の状
態

コ ンピュ ータ が再起動の必要がない状態になっ ているこ と を確認
し ます。

システ
ム要件

コ ンピュ ータ が「 サポート ・ マト リ ク ス」 に記載さ れているハー
ド ウェ アと ソ フ ト ウェ アの最小要件をすべて満たし ているこ と を
確認し ます。

「 サポート ・ マト リ ク ス」 で説明さ れているよう に，一部の前提
条件は UFT Oneのイ ンスト ール・ パッ ケージに含まれています。
こ れら の前提条件は，UFT Oneのイ ンスト ール・ プロセスの一環
と し てイ ンスト ールでき ます。

AI Codeless Testingがコ ンピュ ータ にイ ンスト ールさ れていないこ
と を確認し ます。

ラ イ セ
ンス

使用するラ イ センスの種類を確認し ておいてく ださ い。

コ ンカ レン ト ・ ラ イ センスを使用する場合は，ラ イ センス・ サー
バ URLを用意し てく ださ い。

詳細については，「 UFT Oneラ イ センス」 (77ページ )を参照し てく
ださ い。

権限 UFT Oneをイ ンスト ールするには，管理者権限が必要です。

GUI テ
スト ア
ド イ ン

GUIテスト に対し て使用するアド イ ンを確認し ておいてく ださ い。
使用するアド イ ンのみをイ ンスト ールするこ と をお勧めし ます。
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前提条

件 説明

API テ
スト -
SOAP
アク
ティ ビ
ティ

SOAP メ ッ セージのチェ ッ ク ポイ ン ト の検証や作成など，APIテス
ト で SOAPアク ティ ビティ を実行する予定がある場合は，UFT One
イ ンスト ールの binフ ォ ルダに WS-Iテスト ・ ツールをイ ンスト ー
ルする必要があり ます。こ れら のテスト ・ ツールをイ ンスト ール
するには，次の手順を実行し ます。

1. Web Services Interoperability Organization( WS-I) の公式 Web
サイ ト から ， Interoperability Testing Tools 1.1の C#パッ ケー
ジをダウンロード し ます。

2. ダウンロード し たフ ァ イ ルの内容を展開し ます。

3. 展開し た wsi-test-tools\cs\binフ ォ ルダの内容をすべて，
<UFT One イ ンスト ール>\binフ ォ ルダにコ ピーし ます。

イ ンスト ール・ ガイ ド
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前提条

件 説明

API テ
スト -
Web
サービ
ス

WSEセキュ リ ティ 設定を使用し て Webサービスのテスト を実行す
る場合， .NET Framework 3.5，WSE 2.0 SP3パッ ケージ，および
WSE 3.0パッ ケージがコ ンピュ ータ にイ ンスト ールさ れている必要
があり ます。

.NET 3.5 Frameworkおよび WSEパッ ケージは，UFT Oneのイ ンス
ト ールではイ ンスト ールさ れません。こ れら がコ ンピュ ータ にイ
ンスト ールさ れていない場合は，次の手順に従っ てイ ンスト ール
でき ます。

1. .NET 3.5 Frameworkをイ ンスト ールし てアク ティ ブにし ます。
MSDN：https://msdn.microsoft.com/en-us/library/hh506443
(v=vs.110).aspxで手順を参照し てく ださ い。

2. マーケッ ト プレ イ
ス
：
https://marketplace.microfocus.com/appdelivery/content/uft-
one-installation-prerequisitesから WSE 2.0 SP3および WSE 3.0
パッ ケージをダウンロード し ，イ ンスト ールし ます。

注：Windows 10以降では，WSEは Microsoftによる公式サポー
ト の対象外と なり まし た。

サイ レン ト ・ イ ンスト ール・ コ マン ド を使用し たこ れら の前提
条件のイ ンスト ールの詳細については，「 UFT Oneの前提条件
をイ ンスト ールするためのサイ レン ト ・ コ マン ド 」 (35ページ )
を参照し てく ださ い。

注 :Webサービスを安全にテスト するために WCFを使用する

場合，こ れら の前提条件は必要あり ません。WCF タ イ プの

Webサービスのセキュ リ ティ を カ スタ マイ ズする処理の詳細

については，UFT Oneヘルプセンタ ーを参照し てく ださ い。

必要なアク セス許可
UFT Oneの実行，または UFT One と ALMまたは BPTの使用を始める前に，次

のアク セス許可を確認し てく ださ い。

こ のセク ショ ンの内容：

• UFT Oneに必要なアク セス許可 23
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• ALMに必要なアク セス許可 24
• BPTに必要なアク セス許可 24

UFT Oneに必要なアク セス許可

フ ァ イ ル・ システムに対し て必要なアク セス許可

読み取り /書き
込み
アク セス許可

次のフ ァ イ ルと フ ォ ルダ，およびすべてのサブフ ォ ルダへ
の読み取り /書き 込みアク セス許可が必要です。

l Tempフ ォ ルダ

l ユーザ・ プロ フ ァ イ ル・ フ ォ ルダ

l UFT Oneソ リ ュ ーショ ン，テスト ，または実行結果が含
まれるフ ォ ルダ

l %programdata%\OpenTextフ ォ ルダ

l %localappdata%\OpenTextフ ォ ルダ

l %appdata%\OpenTextフ ォ ルダ

UFT One 23.4：

%programdata%\Micro Focusフ ォ ルダ

%localappdata%\Micro Focusフ ォ ルダ

%appdata%\Micro Focusフ ォ ルダ

読み取り /実行
アク セス許可

UFT Oneイ ンスト ール・ フ ォ ルダ

読み取り
アク セス許可

次のフ ォ ルダへの読み取り アク セス許可が必要です。

l Windowsフ ォ ルダ

l Systemフ ォ ルダ

l Windows\System32フ ォ ルダ

l <Windows>\mercury.iniフ ァ イ ル
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イ ンスト ールの前に

UFT One (23.4-24.2) 23 / 111ページ



レジスト リ ・ キーに対し て必要なアク セス許可

読み取り /書き
込み
アク セス許可

次の場所にあるすべてのキー：

l HKEY_CURRENT_USER\Software\Mercury Interactive
または

[HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\Hewlett-Packard]

l HKEY_CURRENT_USER\SOFTWARE\Hewlett-Packard

読み取り およ
び
値照会の
アク セス許可

l HKEY_LOCAL_MACHINEキー

l HKEY_CLASSES_ROOTキー

注 :後方互換性を考慮し て，一部のフ ォ ルダ・ パスには以前の会社のブラ

ン ド が意図的に使用さ れています。

ALMに必要なアク セス許可

読み取り /書き 込みアク セス
許可

l ALMキャ ッ シュ ・ フ ォ ルダ

l <Program Data>\Micro Focusフ ォ ルダ

l UFT One Add-in for ALMのイ ンスト ール・
フ ォ ルダ

管理者権限 ALMへの初回の接続用

BPTに必要なアク セス許可

ビジネス・ コ ンポーネン ト およびアプリ ケーショ ン領域を操作する前に，ALM
で必要なアク セス許可を持っ ているこ と を確認する必要があり ます。

コ ンポーネン ト ・ ステッ プ

ALMのコ ンポーネン ト ・ ステッ プで作業するには，適切な［ステッ プの追

加］，［ステッ プの変更］，［ステッ プの削除］許可のいずれかが設定さ れて
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いなければなり ません。

コ ンポーネン ト ・ ステッ プで作業するのに［コ ンポーネン ト の変更］許可は必

要あり ません。

［コ ンポーネン ト の変更］権限により ，コ ンポーネン ト ・ プロパティ ( コ ン

ポーネン ト の［詳細］タ ブのフ ィ ールド ) を操作でき ます。

ALMまたはその他のテスト ・ ツールのパラ メ ータ

ALMまたはテスト ・ ツールのパラ メ ータ を使用するには，ALMにすべてのパラ

メ ータ ・ タ スク 権限が設定さ れている必要があり ます。

アプリ ケーショ ン領域

アプリ ケーショ ン領域を変更するには，リ ソ ースに対し てコ ンポーネン ト の変

更，ステッ プの追加，変更，削除を実施するのに必要な個別のアク セス許可が

必要です。

4つの権限すべて ( ［コ ンポーネン ト の変更］，［ステッ プの追加］，［ス

テッ プの変更］，または［ステッ プの削除］) が必要です。

こ れら のアク セス許可のいずれかが割り 当てら れていない場合は，アプリ ケー

ショ ン領域を読み取り 専用形式でし か開く こ と ができ ません。

次のステッ プ：

l 「 イ ンスト ール・ ウィ ザード を使用し た UFT Oneのイ ンスト ール」 (26ペー

ジ )

l 「 UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール」 (34ページ )

l 「 Package for the Web Bundleから の UFT Oneのイ ンスト ール」 (50ページ )
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イ ンスト ール・ ウィ ザード を使用し
た UFT Oneのイ ンスト ール
こ のセク ショ ンでは，イ ンスト ール・ プロセスをガイ ド する UFT Oneイ ンス

ト ール・ ウィ ザード を実行する方法について説明し ます。こ のプロセスを実行

する前に，必ず「 イ ンスト ール・ パッ ケージ」 (13ページ )を確認し ，「 イ ンス

ト ールの前に」 (19ページ )の手順を確認し てく ださ い。

英語以外の言語を使用し ているコ ンピュ ータ に UFT Oneをイ ンスト ールする場

合，イ ンスト ールのセッ ト アッ プと ウィ ザード は，自動的にコ ンピュ ータ の言

語で実行さ れます。

こ のセク ショ ンの内容：

• UFT Oneイ ンスト ール・ パッ ケージのダウンロード 26
• イ ンスト ール・ ウィ ザード の実行 27
• UFT One改善プログラ ム 27
• UFT Oneイ ンタ フ ェ ースの言語の変更 28
• ［カ スタ ム セッ ト アッ プ］画面 28
• UFT One設定画面 31

UFT One イ ンスト ール・ パッ ケージのダウ
ンロード
無償試用版のページから ，または 「 ソ フ ト ウェ アのラ イ センスと ダウンロー

ド 」 ページでアカ ウン ト を選択し て，イ ンスト ール・ パッ ケージにアク セスし

ます。

Full UFT One DVD Releaseまたは Core UFT One DVD Bundleをダウンロード し ま

す。

ダウンロード し た .zipフ ァ イ ルから フ ァ イ ルを展開し て，イ ンスト ールを実行

する Setup.exeフ ァ イ ルを見つけます。

注意 : イ ンスト ール・ フ ァ イ ルは，パスが 80文字以内の空のフ ォ ルダに

展開さ れるよう にし てく ださ い。
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Windowsでは，フ ァ イ ルのパスの長さ が 260文字に制限さ れています。

個々のイ ンスト ール・ フ ァ イ ルのフ ァ イ ル・ パスがこ れより 長い場合，

イ ンスト ールは失敗し ます。そのよう な場合は，展開し たイ ンスト ー

ル・ フ ァ イ ルをパスが短い場所に移動し てく ださ い。

イ ンスト ール・ ウィ ザード の実行
イ ンスト ールを行う 前に，コ ンピュ ータ を再起動し てシステム構成を完全にし

ておく 必要があり ます。

次に，Setup.exeフ ァ イ ルを実行し ，イ ンスト ールの開始画面で［UFT One
セッ ト アッ プ］を選択し ます。指示さ れた手順に従っ て，イ ンスト ール作業を

行います。

イ ンスト ール・ ウィ ザード の手順の詳細については，以下を参照し てく ださ

い。

UFT Oneのイ ンスト ールが完了すると ，Readme と イ ンスト ール・ ログの表示

を確認するプロンプト が表示さ れます。

また，コ ンピュ ータ の再起動を確認するプロンプト が表示さ れる場合も あり ま

す。こ のプロンプト が表示さ れたら ，でき るだけ早く 再起動するこ と をお勧め

し ます。システムの再起動を先延ばし にすると ，UFT Oneに予期し ない動作が

発生する可能性があり ます。

注 :Web 2.0アド イ ンまたは Extensibilityツールキッ ト を使用する場合

は，追加イ ンスト ールを実行し ます。詳細については，「 Web 2.0アド

イ ンまたは Extensibilityツールキッ ト のイ ンスト ール」 (65ページ )を参照

し てく ださ い。

UFT One改善プログラ ム
［End-User License Agreement］表示枠で，［UFT One改善プログラ ムに参加

する］を選択でき ます。
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こ のオプショ ンを選択すると ，使用状況データ を収集し て OpenTextに送信す

るよう に UFT Oneが設定さ れます。こ のデータ は，どの改善がユーザにと っ て

最も 重要かを把握するのに使用さ れます。

ウィ ザード で［詳細の表示］をク リ ッ ク すると ，プログラ ムの詳細が表示さ れ

ます。

注 : こ のデータ 収集は，後から UFT One内で無効にし たり 再度有効にし た

り するこ と ができ ます。詳細については，UFT Oneヘルプセンタ ーの

「 ［使用状況データ コ レ ク タ ］表示枠」 を参照し てく ださ い。

UFT One イ ンタ フ ェ ースの言語の変更
標準設定では UFT Oneは，英語でイ ンスト ールさ れます。

オペレーティ ング・ システムの言語で UFT Oneをイ ンスト ールする場合は，

［使用許諾契約書］画面の下部にある言語オプショ ンを選択し ます。

［カ スタ ム セッ ト アッ プ］画面
［カ スタ ム セッ ト アッ プ］画面で，イ ンスト ールする UFT Oneの機能を選択

し ます。

機能ごと に，次のイ ンスト ール・ オプショ ンのいずれかを選択し ます。

ローカ ル・ ハード ・ ド ラ イ ブにイ ンスト ールし ます。

選択し た機能をローカ ル・ ハード ・ ディ スク ・ ド ラ イ ブにイ ンスト ー
ルし ます。サブ機能はイ ンスト ールさ れません。

機能全体を ローカ ル・ ハード ・ ド ラ イ ブにイ ンスト ールし ます。

選択し た機能のすべてと そのサブ機能をローカ ル・ ハード ・ ディ ス
ク ・ ド ラ イ ブにイ ンスト ールし ます。

たと えば， .NET Add-inをサブアド イ ン ( Windows Presentation
Foundationなど ) 込みでイ ンスト ールするよう に UFT Oneを設定でき
ます。

イ ンスト ール・ ガイ ド
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注 : 機能全体を イ ンスト ールし ません。を選択すると ，イ ンスト ールか

ら その機能が除外さ れます。こ の機能は UFT Oneでは使用でき なく なり

ます。

こ れら の機能を後でイ ンスト ールするには，［変更］オプショ ンを使用

し てイ ンスト ールを再実行し ，機能を選択し ます。

次の表に，各機能の一覧を示し ます。

機能 説明

ラ ンタ イ ム・ エ
ンジン

必須。UFT Oneまたは UFT Developerテスト を実行でき る
よ う にし ます。

UIデザイ ナおよ
び IDE

UFT Oneテスト を編集でき るよ う にし ます。

Run Results
Viewer

UFT Oneまたは UFT Developer実行結果を表示でき るよ う
にし ます。

Run Results Viewerを使用せずに，ブラ ウザ・ ウィ ン ド ウ
に実行結果を表示するこ と も でき ます。

サンプル UFT Oneチュ ート リ アルで使用するデモ・ アプリ ケーショ
ン。

ALM Plugin ALMから UFT Oneテスト を直接実行し ，編集でき るよ う
にし ます。

UFT Developer 開発用 IDEから 機能テスト を直接作成でき るよ う にし ま
す。
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機能 説明

AIオブジェ ク ト
検出

( UFT One
23.4：AI機能)

UFT Oneで AIベースのテスト を使用でき るよ う にし ま
す。

前提条件：

次のも のがイ ンスト ールさ れているこ と を確認し てく ださ
い。

l 64ビッ ト ・ オペレーティ ング・ システム。

l Microsoft Visual C++ 2022再頒布可能パッ ケージ

l 必要な Windows機能。ご使用の Windowsオペレーティ
ング・ システムによっ て異なり ます。

Windows OS - Microsoft Media Feature Pack
a. ［コ ン ト ロール パネル］から ，［プログラ ムと 機

能］＞［Windowsの機能の有効化または無効化］を
選択し ます。

b. ［Windowsの機能］ウィ ン ド ウで，［メ ディ ア機
能］を有効にし ます。

c. コ ンピュ ータ を再起動し て変更内容を有効にし ま
す。

Windows Server 2012以降 - Microsoft Media
Foundation
1.［コ ン ト ロール パネル］から ，［プログラ ムと 機
能］＞［Windowsの機能の有効化または無効化］を選
択し ます。

2.［役割と 機能の追加ウィ ザード ］ウィ ン ド ウで，［機
能］タ ブが表示さ れるまで［次へ］をク リ ッ ク し ます。

3.［Media Foundation］を有効にし ます。

4.［イ ンスト ール］をク リ ッ ク し ます。

5.変更内容を有効にするには，コ ンピュ ータ を再起動し
ます。

Windows機能を有効にするための最新の手順について
は，Microsoftのド キュ メ ン ト を参照し てく ださ い。
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機能 説明

ABBYY OCR エ
ンジン

UFT Oneで ABBYY OCRテキスト 認識を使用でき るよ う に
し ます。

注：

l ABBYY OCRエンジン ・ フ ァ イ ルは，Full UFT One
DVD Release と Package for the Web Bundleに含まれてい
ます。

l すでに ABBYY OCRエンジンなし で UFT Oneをイ ンス
ト ールし ている場合，今すぐ イ ンスト ールに含めるに
は，管理者と し てイ ンスト ール・ プログラ ムを実行する
必要があり ます。

l Core UFT One DVD Bundleには，ABBYY OCRエンジン ・
フ ァ イ ルは含まれていません。こ のイ ンスト ール・ パッ
ケージをダウンロード し ており ，ABBYY OCRエンジン
機能をイ ンスト ールする場合は，次の手順を実行し ま
す。

a. スタ ン ド アロンの UFT OCR Expansion Packをダウン
ロード し ます。使用する Core UFT One DVD Bundle
バージョ ンに一致するバージョ ンをダウンロード し
てく ださ い。

イ ンスト ール・ フ ァ イ ルには，無償試用版のページ
から ，または 「 ソ フ ト ウェ アのラ イ センスと ダウン
ロード 」 ページでアカ ウン ト を選択し てアク セスで
き ます。

b. 管理者と し て，UFT Oneイ ンスト ール・ プログラ ム
を実行し ，［カ スタ ム セッ ト アッ プ］画面で
［ABBYY OCRエンジン］機能を選択し ます。

c. その次の画面で，UFT OCR Expansion Packの .zip
フ ァ イ ルの場所を指定し ます。

GUI テスト のア
ド イ ン

サポート 対象のテク ノ ロジ・ バージョ ンを使用し てアプリ
ケーショ ンをテスト でき ます。

Web 2.0アプリ ケーショ ンをテスト する場合は，Web Add-
inも イ ンスト ールし てく ださ い。

UFT One設定画面
UFT Oneのイ ンスト ールに合わせて自動的に設定する必要がある項目をすべて

選択し ます。
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設定オプショ ンには，次のも のがあり ます。

Chrome，
Chromium
Edge，
Firefoxのオ
プショ ンを
設定し ます

UFT Oneが Chrome，Edge，Firefoxに OpenText UFT Agent拡
張機能を自動的にイ ンスト ールでき るよ う にし ます。

こ のオプショ ンは，ブラ ウザ・ ポリ シーを更新し ，ブラ ウザの
許可リ スト またはイ ンスト ール・ リ スト に拡張機能を追加し
て，UFT Oneのイ ンスト ール中に拡張機能をイ ンスト ールでき
るよ う にし ます。

注意 :社内のセキュ リ ティ ・ ポリ シーでこ の変更が許可さ

れているこ と を確認し てく ださ い。

こ のオプショ ンの選択を解除すると ，以前のイ ンスト ールで実
行さ れたブラ ウザ・ ポリ シーの更新がすべて削除さ れます。

こ のオプショ ンの選択を解除し た場合は，後で［変更］オプ
ショ ンを指定し てイ ンスト ールを再実行し ，そのと き にこ のオ
プショ ンを選択でき ます。また，許可さ れる拡張機能のリ スト
に拡張機能を手動で追加するこ と も でき ます。こ れを手動で行
う 処理の詳細については，UFT Oneヘルプセンタ ーの Webブ
ラ ウザの既知の問題に関する ト ピ ッ ク を参照し てく ださ い。

Internet
Explorerの
構成設定

テスト 実行時に UFT Oneで Microsoft Script Debuggerアプリ
ケーショ ンを使用でき るよ う になり ます。

別の方法と し て，UFTを実行する前にこ れら の設定を手動で行
う こ と も でき ます。［イ ン タ ーネッ ト オプショ ン］＞［詳細
設定］で，次のオプショ ンを選択し ます。

l スク リ プ ト のデバッ グを 使用し ない

l サード パーティ 製のブラ ウザ拡張を 有効にする

ALMから の
UFT Oneの
リ モート 実
行を 許可す
る

DCOMのアク セス許可と セキュ リ ティ 設定が自動的に変更さ
れ，UFT Oneコ ンピュ ータ のフ ァ イ アウォ ールの特定のポート
が開放さ れます。

ALMから リ モート で UFT Oneテスト を実行する場合は必須で
す。

こ れら のオプショ ンを後から 手動で設定する場合は，
https://support.microfocus.com/kb/kmdoc.php?id=KM02239325
を参照し てく ださ い。
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オート メ ー
ショ ン ・ ス
ク リ プ ト か
ら の UFT
Oneのリ
モート 実行
を 許可する

DCOMのアク セス許可と セキュ リ ティ 設定が自動的に変更さ
れ，オート メ ーショ ン ・ スク リ プト を使用し て，UFT Oneを別
のコ ンピュ ータ から リ モート で制御でき るよ う になり ます。

こ れら のオプショ ンを後から 手動で設定する場合は，
https://support.microfocus.com/kb/kmdoc.php?id=KM02239325
を参照し てく ださ い。

注意 :オート メ ーショ ン ・ スク リ プト から UFT Oneを リ モート で実行する

と ，リ モート ・ ユーザがこ のマシン上の UFT Oneを制御でき るよ う にな

るため，UFT Oneコ ンピュ ータ がセキュ リ ティ ・ リ スク に曝さ れます。
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UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ー
ル
UFT One と ALM Add-inは，ローカ ル・ コ ンピュ ータ またはリ モート ・ コ ン

ピュ ータ にサイ レン ト ・ イ ンスト ールでき ます。

UFT Oneの Package for the Web Bundleをサイ レン ト ・ イ ンスト ールするに

は，「 Package for the Web Bundleから の UFT Oneのイ ンスト ール」 (50ページ )
を参照し てく ださ い。

こ のセク ショ ンの内容：

• サイ レン ト ・ イ ンスト ールを実行する前に 34
• UFT Oneの前提条件をイ ンスト ールするためのサイ レン ト ・ コ マン ド 35
• UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール 38
• UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール：UFT Oneの特定の機能を含める 39
• UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール：UFT One設定オプショ ンの設定 45
• UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール：コ マン ド の追加プロパティ 46
• UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール：ローカ ラ イ ズさ れたバージョ ンの UFT
Oneのイ ンスト ール 47
• Web 2.0アド イ ンのイ ンスト ール 48
• スタ ン ド アロン UFT One Add-in for ALMのイ ンスト ール 48

サイ レン ト ・ イ ンスト ールを実行する前に
サイ レン ト ・ イ ンスト ールを行う 前に：

l 「 イ ンスト ール・ パッ ケージ」 (13ページ )と ，「 イ ンスト ールの前に」 (19
ページ )の情報を確認し ます。

l 管理者権限があるこ と を確認し ます。

l 開いているフ ァ イ ルを保存し ，開いているすべてのアプリ ケーショ ンを終了

し ます。

l システムを再起動し て，システム構成を完全にし ておき ます。

l サイ レン ト ・ イ ンスト ール・ コ マン ド は大文字と 小文字を 区別するため，記

載さ れていると おり に正確に入力する必要があり ます。
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イ ンスト ール・ フ ァ イ ルの場所：  
以下のサイ レン ト ・ イ ンスト ール・ コ マン ド はすべて，<UFT One イ ンスト ー

ル・ フ ァ イ ル>フ ォ ルダから プログラ ムを実行し ます。

UFT Oneイ ンスト ール・ パッ ケージをダウンロード し て展開すると ，以下の

フ ァ イ ルを利用でき るよ う になり ます。

l Full UFT One DVD Releaseまたは Core UFT One DVD Bundle： .zipフ ァ イ ルを

ダウンロード し て展開し た場合。

l Package for the Web Bundle：Setup.exeフ ァ イ ルをダウンロード し て実行

し ，パッ ケージの内容を展開し た場合。

注意 : イ ンスト ール・ フ ァ イ ルは，パスが 80文字以内の空のフ ォ ルダに

展開さ れるよう にし てく ださ い。

Windowsでは，フ ァ イ ルのパスの長さ が 260文字に制限さ れています。

個々のイ ンスト ール・ フ ァ イ ルのフ ァ イ ル・ パスがこ れより 長い場合，

イ ンスト ールは失敗し ます。そのよう な場合は，展開し たイ ンスト ー

ル・ フ ァ イ ルをパスが短い場所に移動し てく ださ い。

UFT Oneの前提条件をイ ンスト ールするた
めのサイ レン ト ・ コ マン ド
UFT Oneの前提条件をイ ンスト ールするには，以下のコ マンド 構文を使用し ま

す。

UFT One Add-in for ALMまたは UFT One Run Results Viewerのみをイ ンスト ール

する場合は，こ れら の前提条件のサブセッ ト を イ ンスト ールし ます。詳細につ

いては，「 UFT One Add-in for ALMまたは UFT One Run Results Viewerの前提条

件のイ ンスト ール」 (38ページ )を参照し てく ださ い。

注 :
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l 一部の項目では，システムによっ て使用するコ マン ド が異なり ます。

お使いのシステムに最適なコ マンド を実行し てく ださ い。

l Windows 10以降では，WSEは Microsoftによる公式サポート の対象外

と なり まし た。

UFT Oneのすべての前提条件のイ ンスト ール

<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\Unified Functional
Testing\EN\setup.exe /InstallOnlyPrerequisite /s

.NET Framework 4.8のイ ンスト ール

<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\prerequisites\dotnet48\ndp48-x86-
x64-allos-enu.exe /q /norestart

.NET Desktop Runtimeのイ ンスト ール( UIA Proアド イ ンと パラ レル・ ラ ン

ナー UIに必要)

UFT One 23.4：次のコ マンド を使用し て .NET 6.0.3 Desktop Runtimeをイ ンス

ト ールし ます。

<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\prerequisites\dotnet_desktop_
runtime6_3\windowsdesktop-runtime-6.0.3-win-x86.exe /q /norestart

<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\prerequisites\dotnet_desktop_
runtime6_3\windowsdesktop-runtime-6.0.3-win-x64.exe /q /norestart

UFT One 24.2以降：次のコ マンド を使用し て .NET 8 Desktop Runtimeをイ ンス

ト ールし ます。

<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\prerequisites\dotnet_desktop_
runtime8_0\windowsdesktop-runtime-8.0.0-win-x86.exe /q /norestart

<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\prerequisites\dotnet_desktop_
runtime8_0\windowsdesktop-runtime-8.0.0-win-x64.exe /q /norestart
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Microsoft Visual C++ 2022 Redistributableのイ ンスト ール

次のコ マンド のいずれかを実行し て Microsoft Visual C++ 2022 Redistributable
をイ ンスト ールし ます。

<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\prerequisites\vc2022_redist_
x86\vcredist_x86.exe /quiet /norestart

<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\prerequisites\vc2022_redist_
x64\vcredist_x64.exe /quiet /norestart

Microsoft Accessデータ ベース・ エンジン 2016のイ ンスト ール

<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル

>\prerequisites\msade2016\AccessDatabaseEngine.exe /quiet

Microsoft WSE 2.0 SP3 Runtimeのイ ンスト ール( WSEセキュ リ ティ 設定を

使用し て Webサービスのテスト を実行する場合にのみ必要)

https://marketplace.microfocus.com/appdelivery/content/uft-one-installation-
prerequisitesから .msiをダウンロード し ，次のコ マンド を実行し ます。

MicrosoftWSE2.0SP3Runtime.msi /quiet /norestart ALLUSERS=1

Microsoft WSE 3.0 Runtimeのイ ンスト ール( WSEセキュ リ ティ 設定を使用

し て Webサービスのテスト を実行する場合にのみ必要)

https://marketplace.microfocus.com/appdelivery/content/uft-one-installation-
prerequisitesから .msiをダウンロード し ，次のコ マンド を実行し ます。

MicrosoftWSE3.0Runtime.msi /quiet /norestart ALLUSERS=1

Microsoft PDM イ ンスト ーラ のイ ンスト ール

次のコ マンド のいずれかを実行し ます。
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<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\prerequisites\pdm\ScriptDebugging_
x86.msi /quiet /norestart

<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\prerequisites\pdm\ScriptDebugging_
x64.msi /quiet /norestart

UFT One Add-in for ALMまたは UFT One Run Results Viewerの前提条件の

イ ンスト ール

UFT One Add-in for ALMまたは UFT One Run Results Viewerのみをイ ンスト ール

する場合は，マシンに次の前提条件をイ ンスト ールし ます。

「 .NET Framework 4.8のイ ンスト ール」 (36ページ )

UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール
msiexecコ マン ド を実行し て，UFT Oneをイ ンスト ールし ます。使用する構文

は次のと おり です。

イ ンスト ール・ フ ォ ルダを指定し ない場合，UFT Oneは標準設定のイ ンスト ー

ル・ フ ォ ルダにイ ンスト ールさ れます。

64 ビ ッ ト

msiexec /i "<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\Unified Functional
Testing\MSI\Unified_Functional_Testing_x64.msi" /qb

32 ビ ッ ト

msiexec /i "<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\Unified Functional
Testing\MSI\Unified_Functional_Testing_x86.msi" /qb

標準設定の機能と アド イ ン

標準設定で次の機能と アド イ ンがイ ンスト ールさ れます。

l ラ ンタ イ ム・ エンジン

l UIデザイ ナおよび IDE
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l Run Results Viewer
l サンプル

l AIオブジェ ク ト 検出( UFT One 23.4：AI機能)
l ABBYY OCRエンジン

注 : Core UFT One DVD Bundleをダウンロード し た場合，標準設定では

ABBYY OCRエンジン機能はイ ンスト ールさ れません。詳細について

は，「 イ ンスト ール・ パッ ケージ」 (13ページ )を参照し てく ださ い。

l アド イ ン：

l ActiveX Add-in
l Visual Basic Add-in
l Web Add-in

イ ンスト ールする機能をカ スタ マイ ズする場合は，「 UFT Oneのサイ レン ト ・

イ ンスト ール：UFT Oneの特定の機能を含める 」 (39ページ )を参照し てく ださ

い。

他の msiexecオプショ ンも サポート さ れています。

既存のイ ンスト ールを修復する場合は，次のよう になり ます。

msiexec /q /fa "<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\Unified Functional
Testing\MSI\Unified_Functional_Testing_x<64 or 86>.msi"

プログラ ムをアンイ ンスト ールする場合は，次のよう になり ます。

msiexec /q /x "<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\Unified Functional
Testing\MSI\Unified_Functional_Testing_x<64 or 86>.msi"

UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ー
ル：UFT Oneの特定の機能を含める
標準設定では，サイ レン ト ・ イ ンスト ール・ コ マン ド を使用すると ，「 標準設

定の機能と アド イ ン 」 (38ページ )で説明さ れているよう に，UFT Oneを標準設
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定の機能およびアド イ ンと と も にイ ンスト ールし ます。

イ ンスト ールに含める機能と アド イ ンを指定するには，サイ レン ト ・ イ ンス

ト ール・ コ マン ド に ADDLOCAL MSIプロパティ を追加し ます。ADDLOCALプ

ロパティ の機能のリ スト で，以下に説明する値を使用し て，イ ンスト ールに含

めるも のを指定し ます。

注 :
l ADDLOCALプロパティ を使用する場合は，ラ ンタ イ ム・ エンジンをイ

ンスト ールする Core_Components機能を含める必要があり ます。

l 値の区切り にはコ ンマを使用する必要があり ます。値にスペースを入

れてはいけません。

l ADDLOCALプロパティ を使用し て機能をイ ンスト ールすると ，その親

機能も 常にイ ンスト ールさ れます。

以下の例は，ADDLOCALプロパティ の構文と それに関連する機能

を示し ています。

次の例では，ADDLOCALプロパティ を使用し て，UFT Oneラ ンタ イ ム・ エンジ

ン のみをイ ンスト ールし ます。

msiexec /i "<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\Unified Functional
Testing\MSI\Unified_Functional_Testing_x64.msi" /qb ADDLOCAL="Core_
Components" INSTALLDIR="<UFT_Folder>" ALLOW_OTHERSRUNTESTS=1

次の例では，ADDLOCALプロパティ を使用し て，Java Add-inあり で標準イ ン

スト ールを行います。

msiexec /i "<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\Unified Functional
Testing\MSI\Unified_Functional_Testing_x64.msi" /qb ADDLOCAL="Core_
Components,IDE,Test_Results_Viewer,Samples,Java_Add_in"
INSTALLDIR="<UFT_Folder>">"

イ ンスト ール・ ガイ ド

UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール

UFT One (23.4-24.2) 40 / 111ページ



次の例では，ADDLOCALプロパティ を使用し て，Web Add-in，Java Add-in，
および DCOM設定のセッ ト あり で標準イ ンスト ールを行います。

msiexec /i "<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\Unified Functional
Testing\MSI\Unified_Functional_Testing_x64.msi" /qb ADDLOCAL="Core_
Components,Samples,Java_Add_in" CONF_DICOM=1 INSTALLDIR="<UFT_
Folder>"

詳細については，次を参照し てく ださ い。

l 「 UFT One機能の ADDLOCAL値」 (41ページ )
l 「 UFT Oneアド イ ンの ADDLOCAL値」 (43ページ )
l 「 UFT Developerコ ンポーネン ト の ADDLOCAL値」 (44ページ )

UFT One機能の ADDLOCAL値

値 説明

Core_
Components

( 必須) UFT Oneラ ンタ イ ム・ エンジン をイ ンスト ールし
ます。

IDE UFT Oneのユーザ・ イ ンタ フ ェ ースをイ ンスト ールし ます。

Test_Results_
Viewer

Run Results Viewerをイ ンスト ールし ます。

Samples UFT Oneのイ ンスト ール時にサンプル・ アプリ ケーショ ンも
イ ンスト ールし ます。

ALM_Plugin UFT One Add-in for ALMをイ ンスト ールし ます。

注：UFT One Add-in for ALMは，UFT One と 同じ ユーザ・ イ
ンタ フ ェ ース言語でイ ンスト ールさ れます。
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AIServices UFT Oneで AIオブジェ ク ト 検出と AIベースのテスト を使用
でき るよ う にし ます。

前提条件：

次のも のがイ ンスト ールさ れているこ と を確認し てく ださ
い。

l 64ビッ ト ・ オペレーティ ング・ システム。

l Microsoft Visual C++ 2022再頒布可能パッ ケージ

l 必要な Windows機能。ご使用の Windowsオペレーティ ン
グ・ システムによっ て異なり ます。

Windows OS - Microsoft Media Feature Pack
a. ［コ ン ト ロール パネル］から ，［プログラ ムと 機

能］＞［Windowsの機能の有効化または無効化］を選
択し ます。

b. ［Windowsの機能］ウィ ン ド ウで，［メ ディ ア機能］
を有効にし ます。

c. コ ンピュ ータ を再起動し て変更内容を有効にし ます。

Windows Server 2012以降 - Microsoft Media
Foundation
1.［コ ン ト ロール パネル］から ，［プログラ ムと 機能］＞
［Windowsの機能の有効化または無効化］を選択し ま
す。

2.［役割と 機能の追加ウィ ザード ］ウィ ン ド ウで，［機
能］タ ブが表示さ れるまで［次へ］をク リ ッ ク し ます。

3.［Media Foundation］を有効にし ます。

4.［イ ンスト ール］をク リ ッ ク し ます。

5.変更内容を有効にするには，コ ンピュ ータ を再起動し ま
す。

Windows機能を有効にするための最新の手順については，
Microsoftのド キュ メ ン ト を参照し てく ださ い。
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Abbyy_OCR UFT Oneで ABBYY OCRテキスト 認識を使用でき るよ う にし
ます。

注：Core UFT One DVD Bundleには，ABBYY OCRエンジン ・
フ ァ イ ルは含まれていません。こ のイ ンスト ール・ パッ ケー
ジをダウンロード し ており ，ABBYY OCRエンジン機能をイ
ンスト ールする場合は，次の手順を実行し ます。

1. スタ ン ド アロンの UFT OCR Expansion Packをダウンロー
ド し ます。使用する Core UFT One DVD Bundleバージョ
ンに一致するバージョ ンをダウンロード し てく ださ い。

イ ンスト ール・ フ ァ イ ルには，無償試用版のページか
ら ，または 「 ソ フ ト ウェ アのラ イ センスと ダウンロー
ド 」 ページでアカ ウン ト を選択し てアク セスでき ます。

2. 次の構文を使用し て，msiexecコ マン ド に
UFT OCR Expansion Packの .zipフ ァ イ ルの場所を追加し
ます。

msiexec /norestart /qn /i "<UFT One イ ンスト ー

ル・ フ ァ イ ル>\Unified Functional
Testing\MSI\Unified_Functional_Testing_x64.msi"
/l*xv "C:\UFT_Install.log" ADDLOCAL="Core_
Components,Abbyy_OCR,Samples" ABBYY_
SOURCEFILE="<UFT OCR Expansion Pack パス >\UFT_<
バージョ ン番号>_OCR_Expansion_Pack.zip"

UFT Oneアド イ ンの ADDLOCAL値

ADDLOCALプロパティ の機能リ スト で次の値を使用し て，さ まざまな UFT One
アド イ ンをイ ンスト ールし ます。

l ActiveX_Add_in
l Visual_Basic_Add_in
l Web_Add_in
l Delphi_Add_in
l Flex_Add_in( 標準ではサポート さ れなく なり まし た )
l Java_Add_in
l _Net_Add_in
l Silverlight_Add_in( 標準ではサポート さ れなく なり まし た )
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l WPF_Add_in
l Oracle_Add_in
l PDF_Add_in
l PeopleSoft_Add_in
l PowerBuilder_Add_in
l Qt_Add_in
l SAP_Solutions_Add_in
l SAP_eCATT_integration
l Siebel_Add_in
l Stingray_Add_in
l TE_Add_in
l VisualAge_Add_in

Web 2.0アド イ ンを使用する場合は，Web Add-inも イ ンスト ールする必要があ

り ます。Web 2.0アド イ ンをイ ンスト ールするには，「 Web 2.0アド イ ンのイ

ンスト ール」 (48ページ )を参照し てく ださ い。

UFT Developer コ ンポーネン ト の ADDLOCAL値

値 説明

UFTDeveloper_
Engine

UFT Developerラ ンタ イ ム・ エンジンをイ ンスト ールし ま
す。

UFTDeveloper_
Client

UFT Developerク ラ イ アン ト を イ ンスト ールし ます。

Vs2013Addin
Vs2015Addin
Vs2017Addin
Vs2019Addin
Vs2022Addin

Microsoft Visual Studioの該当するバージョ ン用の
UFT Developerプラ グイ ンをイ ンスト ールし ます。

IntelliJAddin IntelliJ IDEA用の UFT Developerプラ グイ ンをイ ンスト ー
ルし ます。
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EclipseAddin Eclipse用の UFT Developerプラ グイ ンをイ ンスト ールし
ます。

ECLIPSE_
INSTALLDIR

Eclipse IDEのパス。

UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ー
ル：UFT One設定オプショ ンの設定
こ のセク ショ ンでは，「 UFT One設定画面」 (31ページ )で説明さ れているイ ン

スト ール設定オプショ ンで使用するサイ レン ト ・ イ ンスト ール・ プロパティ を

示し ます。

設定オプショ ン

イ ンスト ール・ コ マン ド に追加するプロパ

ティ

Chrome，Chromium Edge，
Firefoxのオプショ ンを 設定し
ます

ALLOW_BROWSER_EXT

標準設定：1。

UFT Oneがブラ ウザ・ ポリ シーを更新し ない
よう にする場合や，以前の UFT Oneイ ンス
ト ールで実行さ れた更新を元に戻す場合は，
ALLOW_BROWSER_EXT=0を指定し てイ ン
スト ールを実行し ます。

Internet Explorerの構成設定 CONF_MSIE

ALMから の UFT Oneのリ
モート 実行を 許可する

ALLOW_RUN_FROM_ALM

標準設定：0。こ のオプショ ンをサイ レン
ト ・ イ ンスト ール用に設定するには，値を 1
にセッ ト し ます。

オート メ ーショ ン ・ スク リ プ
ト から の UFT Oneのリ モート
実行を 許可する

ALLOW_RUN_FROM_SCRIPTS

標準設定：0。こ のオプショ ンをサイ レン
ト ・ イ ンスト ール用に設定するには，値を 1
にセッ ト し ます。

IMPROVEMENTPROGRAM=0 ( オプショ ン ) UFT One改善プログラ ムのた
めの使用状況データ 収集を無効にするよう に
サイ レン ト ・ イ ンスト ールに指示し ます。詳
細については，「 UFT One改善プログラ ム」
(27ページ )を参照し てく ださ い。
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注意 : オート メ ーショ ン ・ スク リ プト から UFT Oneを リ モート で実行す

ると ，リ モート ・ ユーザがこ のマシン上の UFT Oneを制御でき るよ う に

なるため，UFT Oneコ ンピュ ータ がセキュ リ ティ ・ リ スク に曝さ れま

す。

標準設定では，サイ レン ト ・ イ ンスト ール時に，オート メ ーショ ン ・ スク リ プ

ト を使用し て UFT Oneを リ モート 制御する際に必要と なる DCOM設定が構成

さ れません。

オート メ ーショ ン ・ スク リ プト 用の DCOM設定を構成するには，サイ レン ト ・

イ ンスト ール・ コ マン ド で次の構文を使用し ます。

ALLOW_RUN_FROM_ALM=1
ALLOW_RUN_FROM_SCRIPTS=1

UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール：コ
マン ド の追加プロパティ
こ のセク ショ ンでは，UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール・ コ マン ド で使用

でき る追加のプロパティ を示し ます。

コ マン ド /引数 説明

LICID=<ラ イ セ
ンス ID>

( オプショ ン ) UFT Oneラ イ センスをイ ンスト ールすると
き に指定するラ イ センス ID。標準設定：20528( Functional
Testing Concurrent User)

注：UFT Oneのイ ンスト ール時に UFT Developer機能をイ
ンスト ールし た場合，こ の機能を使用するには，ラ イ セン
ス ID 10594( UFT One Concurrent User) または 23078
( UFT Ultimate Concurrent User) が必要です。

LICSVR=<サー
バ名>

( ラ イ センス IDを指定し た場合は必須) UFT Oneのラ イ セ
ンスをイ ンスト ールすると き に指定するラ イ センス・ サー
バの名前または IPアド レス。

イ ンスト ール・ ガイ ド

UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール

UFT One (23.4-24.2) 46 / 111ページ



コ マン ド /引数 説明

MsiProperties ( オプショ ン ) 任意の MSIプロパティ またはパラ メ ータ
( 例： INSTALLDIR) 。各 MSIプロパティ と その定義は引用
符( "") で囲まれている必要があり ，スペースを入れては
いけません。

注： INSTALLDIRを使用し てイ ンスト ール・ フ ォ ルダを指定
でき るのは，新規イ ンスト ールを実行する場合に限ら れま
す。アッ プグレード ・ シナリ オでサイ レン ト ・ イ ンスト ー
ルを実行すると ，UFT Oneは前のバージョ ンと 同じ 場所に
イ ンスト ールさ れます。

MsiFlags ( オプショ ン ) MsiProperties引数に含まれない任意の MSI
オプショ ン，フ ラ グ，その他の命令( 例：ログ・ コ マン
ド ) 。

UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール：
ローカ ラ イ ズさ れたバージョ ンの UFT One
のイ ンスト ール
標準設定では UFT Oneは，英語でイ ンスト ールさ れます。

オペレーティ ング・ システムの言語で UFT Oneをイ ンスト ールするには，

PRODUCT_LOCALEプロパティ を msiexecコ マン ド に追加し ます。使用するプ

ロパティ 値によっ て，ローカ ラ イ ズさ れた UFT Oneの言語が決まり ます。

オペレーティ ング・ システムの言語に一致するプロパティ 値を使用し てく ださ

い。一致し ていない場合，UFT Oneは英語でイ ンスト ールさ れます。

OSの言語 PRODUCT_LOCALE プロパティ の値

中国語 "CHS"

フ ラ ンス語 "FRA"

ド イ ツ語 "DEU"

日本語 "JPN"

次の例では，中国語版の UFT Oneをイ ンスト ールし ，ADDLOCALプロパティ

を使用し て .NET Add-inをイ ンスト ールし ます。
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msiexec /i "<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\Unified Functional
Testing\MSI\Unified_Functional_Testing_x64.msi" /qb ADDLOCAL="Core_
Components,Samples,_Net_Add_in" PRODUCT_LOCALE="CHS"
INSTALLDIR="<UFT_Folder>"

Web 2.0アド イ ンのイ ンスト ール
UFT Oneの Web 2.0アド イ ン ( JQueryUIや Dojoなど ) は，UFT Oneの Web
Extensibilityの一部と し てサポート さ れており ，個別にイ ンスト ールする必要

があり ます。

次の構文で msiexecコ マン ド を使用し て Web 2.0アド イ ンをイ ンスト ールし ま

す。

msiexec /qn /i "<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\Extensibility and
Toolkits\Web2AddinSetup\Web2AddinSetup.msi"
ADDLOCAL=ASPAjax,Dojo,GWT,jQueryUI,YahooUI,SiebelOpenUI,ExtJS,Sales
forceLightning

必要な Web 2.0アド イ ンの特定の ADDLOCAL値を含めるか除外し ます。

スタ ン ド アロン UFT One Add-in for ALMの
イ ンスト ール
UFT Oneをイ ンスト ールせずに UFT One Add-in for ALMをイ ンスト ールするに

は，スタ ン ド アロンの ALMプラ グイ ン MSIフ ァ イ ルを実行し ます。

コ マン ド ・ ラ イ ンで msiexecコ マン ド を実行し て，UFT One Add-in for ALMを

イ ンスト ールし ます。使用する構文は次のと おり です。

msiexec /i "<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>\ALMPlugin\MSI\Unified_
Functional_Add-in_for_ALM.msi" /qn
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msiexecコ マン ド に PRODUCT_LOCALEプロパティ を追加するこ と で，Add-in
for ALMをオペレーティ ング・ システムの言語でイ ンスト ールでき ます。

PRODUCT_LOCALEプロパティ の詳細については，「 UFT Oneのサイ レン ト ・

イ ンスト ール：ローカ ラ イ ズさ れたバージョ ンの UFT Oneのイ ンスト ール」

(47ページ )を参照し てく ださ い。

次のステッ プ：

l 「 イ ンスト ールの検証」 (63ページ )
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Package for the Web Bundleから の
UFT Oneのイ ンスト ール
こ のセク ショ ンでは，軽量の UFT Oneイ ンスト ール・ パッ ケージから UFT One
をイ ンスト ールする方法について説明し ます。こ のプロセスを実行する前に，

必ず「 イ ンスト ールの前に」 (19ページ )の手順を確認し てく ださ い。

こ のセク ショ ンの内容：

• 概要 50
• UFT One Package for the Web Bundleのダウンロード 51
• イ ンスト ール・ ウィ ザード を使用し た UFT Oneのイ ンスト ール 51
• コ マン ド ・ ラ イ ン ・ イ ン タ フ ェ ースを使用し た UFT Oneのイ ンスト ール 52

概要
Package for the Web Bundleは，自己展開型イ ンスト ール・ パッ ケージで，MSI
イ ンスト ール・ プログラ ムが入っ ています。

こ のバージョ ンの UFT Oneのイ ンスト ールには，次の手順が含まれます。

1. イ ンスト ール・ パッ ケージを展開し ます。

2. MSIイ ンスト ール・ プログラ ムを実行し て，UFT Oneをイ ンスト ールし ま

す。

こ れら の手順は，まと めて自動的に実行するこ と も でき ますが，個別に実行す

るこ と も でき ます。

こ のパッ ケージには UFT Oneの前提条件が含まれていますが，自動的にはイ ン

スト ールさ れません。前提条件をイ ンスト ールする必要がある場合は，イ ンス

ト ール・ パッ ケージを展開し て，そのイ ンスト ール・ プログラ ムを実行し てか

ら ，MSIイ ンスト ールを実行し てく ださ い。

以下のセク ショ ンでは，UIウィ ザード またはコ マン ド ・ ラ イ ン ・ イ ン タ フ ェ ー

スを使用し てこ のイ ンスト ールを実行する方法について説明し ます。

その他の UFT Oneイ ンスト ール・ パッ ケージの詳細については，「 イ ンスト ー

ル・ パッ ケージ」 (13ページ )を参照し てく ださ い。
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注意 : イ ンスト ール・ フ ァ イ ルは，パスが 80文字以内の空のフ ォ ルダに

展開さ れるよう にし てく ださ い。

Windowsでは，フ ァ イ ルのパスの長さ が 260文字に制限さ れています。

個々のイ ンスト ール・ フ ァ イ ルのフ ァ イ ル・ パスがこ れより 長い場合，

イ ンスト ールは失敗し ます。そのよう な場合は，展開し たイ ンスト ー

ル・ フ ァ イ ルをパスが短い場所に移動し てく ださ い。

UFT One Package for the Web Bundleのダ
ウンロード
無償試用版のページから ，または 「 ソ フ ト ウェ アのラ イ センスと ダウンロー

ド 」 ページでアカ ウン ト を選択し て，イ ンスト ール・ パッ ケージにアク セスし

ます。

UFT One Package for the Web Bundleをダウンロード し ます。

イ ンスト ール・ ウィ ザード を使用し た UFT
Oneのイ ンスト ール
ダウンロード し た *Setup.exeフ ァ イ ルを実行し ます。こ のフ ァ イ ルは自己展

開し て必要なイ ンスト ール・ フ ァ イ ルが用意さ れ，自動的にイ ンスト ールが実

行さ れます。

こ のパッ ケージで提供さ れている前提条件のいずれかをイ ンスト ールする必要

がある場合は，次の手順を実行し ます。

1. フ ァ イ ルの展開が完了し たら ，ウィ ザード を停止し ます。

2. 展開し たフ ァ イ ルに含まれている setup.exeフ ァ イ ルを実行し て，足り な

いすべての前提条件をイ ンスト ールし ます。

または，展開さ れたフ ァ イ ルに含まれている prerequisitesフ ォ ルダにある

実行可能フ ァ イ ルを使用し て，特定の前提条件を手動でイ ンスト ールし ま

す。
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3. 展開さ れたフ ァ イ ルに含まれている .msiフ ァ イ ルを実行し て，UFT Oneの

イ ンスト ールを実行し ます。

イ ンスト ール時にカ スタ マイ ズでき る選択項目や設定内容の詳細については，

「 イ ンスト ール・ ウィ ザード を使用し た UFT Oneのイ ンスト ール」 (26ページ )
を参照し てく ださ い。

コ マン ド ・ ラ イ ン ・ イ ン タ フ ェ ースを使用
し た UFT Oneのイ ンスト ール
ダウンロード し た *Setup.exeフ ァ イ ルをコ マン ド ・ ラ イ ンで実行すると ，イ

ンスト ール・ プロセスのさ まざまな側面を制御でき ます。

l サイ レン ト ・ イ ンスト ールを行う か，ユーザ・ イ ンタ フ ェ ースを表示するか

を選択でき ます。

l イ ンスト ール・ パッ ケージを展開し て MSIプログラ ムを自動的に実行する

か，展開後に停止するかを指定でき ます。

フ ァ イ ルの展開後にプロセスを停止すると ，次のこ と が可能になり ます。

l イ ンスト ールを実行する前に前提条件をイ ンスト ールする。

l MSI実行用にコ マンド ・ ラ イ ン ・ オプショ ンを指定するか，サイ レン ト 実

行を指定するか，機能，アド イ ン，オプショ ンを設定し てイ ンスト ールを

カ スタ マイ ズする。

UFT Oneをイ ンスト ールするには，次のコ マンド を使用し ます。

コ マン ド 構文 説明

UFT_One_<バー
ジョ ン >_
Setup.exe -y

イ ンスト ール・ パッ ケージを展開し て，シンプルな UI
( 進行状況バーのみのダイ アログ・ ボッ ク ス ) を使用し
て UFT Oneをイ ンスト ールし ます。

UFT_One_<バー
ジョ ン >_
Setup.exe -y -
gm2

イ ンスト ール・ パッ ケージをサイ レン ト に展開し ，フ
ル・ イ ンスト ール・ ウィ ザード の UIを使用し て UFT One
をイ ンスト ールし ます。
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コ マン ド 構文 説明

UFT_One_<バー
ジョ ン >_
Setup.exe -
InstallPath="c:\<
パス >"

標準設定のフ ォ ルダではなく ，特定のタ ーゲッ ト ・ フ ォ
ルダにイ ンスト ール・ パッ ケージを展開し ます。

UFT_One_<バー
ジョ ン >_
Setup.exe -! <パ
ラ メ ータ ・ リ スト
>

イ ンスト ール・ パッ ケージを展開し ，定義さ れたパラ
メ ータ 値を MSIイ ンスト ーラ に渡し て，UFT Oneをイ ン
スト ールし ます。

可能なパラ メ ータ ：  
l /s：前提条件のダイ アログ・ ボッ ク スを表示し ませ
ん。
こ のオプショ ンを指定し ない場合，前提条件のダイ ア
ログ・ ボッ ク スを閉じ るには，イ ンスト ール中にユー
ザの操作が必要になり ます。

l /qn：UFT Oneのイ ンスト ールを完全なサイ レン ト ・
モード で行います。

l /l*v "<ログ・ フ ァ イ ルを 生成する場所>.log"指定し た
場所にイ ンスト ール・ ログ・ フ ァ イ ルを生成し ます。
標準設定の場所は %temp%です。

l INSTALLDIR="<イ ンスト ール・ フ ォ ルダ>"：UFT One
を指定し た場所にイ ンスト ールし ます ( アッ プグレー
ド ・ シナリ オでは関係あり ません ) 。

l ADDLOCAL="<イ ンスト ールする機能>"：詳細につい
ては，「 UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール：UFT
Oneの特定の機能を含める 」 (39ページ )を参照し てく
ださ い。

UFT_One_<バー
ジョ ン >_
Setup.exe -
ExecuteFile=""

イ ンスト ール・ パッ ケージを展開し ますが，UFT Oneの
イ ンスト ールは実行し ません。

展開が完了し たら ，「 UFT Oneの前提条件をイ ンスト ー
ルするためのサイ レン ト ・ コ マン ド 」 (35ページ )で説明
さ れている手順で，前提条件をイ ンスト ールでき ます。

また，「 UFT Oneのサイ レン ト ・ イ ンスト ール」 (34
ページ )で説明さ れているコ マン ド と オプショ ンを使用
し ，必要なアド イ ンを選択し て UFT Oneのサイ レン ト ・
イ ンスト ールを実行するこ と も でき ます。

ヒ ン ト ：サイ レン ト ・ イ ンスト ール・ コ マン ド で，
<UFT One イ ンスト ール・ フ ァ イ ル>をイ ンスト ール・
コ ンテンツを展開し たフ ォ ルダに変更し ます。
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例

標準設定の場所( c:\temp) にパッ ケージを展開し ます。ただし ，UFT Oneの

イ ンスト ールは開始し ません。

UFT_One_2021_Setup.exe -y -ExecuteFile=""

指定し た場所( c:\UFTinstall) にサイ レン ト ・ モード でパッ ケージを展開し ま

す。ただし ，UFT Oneのイ ンスト ールは開始し ません。

UFT_One_2021_Setup.exe -y -gm2 -InstallPath="c:\UFTinstall" -
ExecuteFile=""

パッ ケージをサイ レン ト ・ モード で展開し ，シンプルな UIを使用し て UFT
Oneのイ ンスト ールを開始し ます。

UFT_One_2021_Setup.exe -y

パッ ケージを展開し ，サイ レン ト ・ モード で UFT Oneのイ ンスト ールを開始し

ます。

UFT_One_2021_Setup.exe -y -gm2 -! /s /qn

パッ ケージを指定し た場所に展開し ，UFT Oneをサイ レン ト ・ イ ンスト ール

し ，ログ・ フ ァ イ ルの場所と イ ンスト ールの場所を変更し て，複数のアド イ ン

と 機能をイ ンスト ールし ます。

UFT_One_2021_Setup.exe -InstallPath="C:\2021\extractedUFT" -y -gm2
-! /s /qn /l*v "C:\UFT_INSTALL.log" INSTALLDIR="C:\UFT_Program"
ALLOW_RUN_FROM_ALM=1 ALLOW_RUN_FROM_SCRIPTS=1 CONF_MSIE=1 DLWN_
SCRIPT_DBGR=1 ADDLOCAL="Core_Components,Web_Add_in,ALM_Plugin,Test_
Results_Viewer,Samples,ActiveX_Add_in,Visual_Basic_Add_in,Delphi_
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Add_in,Flex_Add_in"

次のステッ プ：

l 「 イ ンスト ールの検証」 (63ページ )
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UFT Oneのアッ プグレード
製品のどのバージョ ンから でも ，UFT Oneの最新バージョ ンに直接アッ プグ

レード するこ と ができ ます。

こ のセク ショ ンの内容：

• アッ プグレード する前に 56
• アッ プグレード の実行 57
• UFT One設定フ ァ イ ルの場所 57
• アッ プグレード の注意事項 58

アッ プグレード する前に
最新バージョ ンにアッ プグレード するこ と で，修正やセキュ リ ティ 更新を含

め，最新の機能や開発をすべて利用するこ と ができ ます。詳細については，

UFT Oneバージョ ン ・ アッ プグレード ・ ハブを参照し てく ださ い。

アッ プグレード 前のバージョ ンに応じ て，次の事項を検討し てく ださ い。

アッ プ

グレ ー

ド 前 検討事項

UFT
One
バー
ジョ ン
2021
以前

EmulatedDevices.xmlフ ァ イ ルをカ スタ マイ ズし た場合は，アッ プ
グレード する前にフ ァ イ ルをバッ ク アッ プし ます。アッ プグレード
が完了し たら ，<UFT One イ ンスト ール・ フ ォ ルダ>/binディ レ ク ト
リ にある新し い EmulatedDevices.xmlフ ァ イ ルにカ スタ マイ ズの内
容を追加し ます。

UFT 
バー
ジョ ン
14.53
以前

UFT Oneは，NET Framework 4.8を使用し ます。以前の UFTバー
ジョ ンでは，以前の .NET Frameworkバージョ ンを使用し ていまし
た。

「 UFT Oneサポート ・ マト リ ク ス」 を参照し て，オペレーティ ン
グ・ システムに新し いバージョ ンと の互換性があるこ と を確認し て
く ださ い。
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アッ プ

グレ ー

ド 前 検討事項

UFT 
バー
ジョ ン
12.54
以前

UFT Oneをイ ンスト ールする前に，UFTおよび関連するすべての
パッ チをアンイ ンスト ールし てく ださ い。

アッ プグレード の実行

UFT Oneをアッ プグレード するには，次の手順を実行し ます。

1. 無償試用版のページから ，または「 ソ フ ト ウェ アのラ イ センスと ダウン

ロード 」 ページでアカ ウン ト を選択し て，新し いバージョ ンのイ ンスト ー

ル・ フ ァ イ ルをダウンロード し ます。

2. システムを再起動し て，システム構成を完全にし ておき ます。

3. UFT One_<バージョ ン番号>_Setup.exeフ ァ イ ルを実行し ，イ ンスト ー

ル・ ウィ ザード を使用し てアッ プグレード し ます。

または，サイ レン ト ・ イ ンスト ール・ スク リ プト を更新し て，新たにダウ

ンロード し たフ ァ イ ルを使用し ます。

注 : アッ プグレード では，実行セッ ショ ンおよび起動オプショ ンのみが保

持さ れます。必要に応じ て他のすべての設定を再定義し ます。

UFT One設定フ ァ イ ルの場所
UFT Oneバージョ ン 24.2から は，UFT Oneの設定フ ァ イ ルは新し い場所に保

管さ れます。

24.2より 前のバージョ ンから アッ プグレード し た後で UFT Oneを初めて実行

すると ，既存のすべての設定フ ァ イ ルが新し い場所に自動的に移行さ れます。
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こ れにより ，既存の UFT One設定を新し いバージョ ンで引き 続き 使用でき ま

す。

UFT One設定の移行で，移行でき なかっ たフ ァ イ ルがある場合，UFT Oneはそ

のフ ァ イ ルを手動で移動するよう に提案し ます。そう し ない場合，UFT One
は，既存の設定ではなく ，標準設定を使用し ます。

次の表に，移行するフ ァ イ ルが含まれるフ ォ ルダを示し ます。右側のフ ォ ルダ

にあるすべてのフ ァ イ ルを左側の新し いフ ォ ルダにコ ピーし てく ださ い。

UFT One 24.2以降 UFT One 2021-23.4

2021 よ り 前の UFT
Oneバージョ ンから の

アッ プグレ ード

%APPDATA%\OpenText\UF
T

%APPDATA%\Micro
Focus\UFT

%APPDATA%\Hewlett-
Packard\UFT

%APPDATA%\OpenText\Qu
ickTest Professional

%APPDATA%\Micro
Focus\QuickTest
Professional

%APPDATA%\HP\Quic
kTest Professional

%APPDATA%\OpenText\API
Testing

%APPDATA%\Micro
Focus\API Testing

%APPDATA%\HP\API
Testing

%PROGRAMDATA%\OpenT
ext\UFT

%PROGRAMDATA%\
Micro Focus\UFT

%PROGRAMDATA%\H
ewlett-Packard\UFT

%LOCALAPPDATA%\OpenT
ext\UFT

%LOCALAPPDATA%\
Micro Focus\UFT

%LOCALAPPDATA%\H
P\UFT

注 :以下のよう にダウングレード する場合，既存の設定は保持さ れず，古

いバージョ ンの標準設定が使用さ れます。

24.2以降から 23.4以前へのダウングレード 。

2021以降から 15.0.2以前へのダウングレード 。

アッ プグレード の注意事項
次の項目は，特定の状況でアッ プグレード する際の問題に対処し ます。アッ プ

グレード に関連する任意の状況の指示をお読みく ださ い。
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l 「 サイ レン ト ・ イ ンスト ール・ スク リ プト のアッ プグレード 」 (59ページ )
l 「 ラ イ センスのアッ プグレード 」 (59ページ )
l 「 Microsoft Edge Legacyでの Webテスト に対応し たアッ プグレード 」 (60
ページ )

l 「 オート メ ーショ ン ・ スク リ プト のテキスト 認識オプショ ンに対応し たアッ

プグレード 」 (60ページ )
l 「 2021より 前の UFT Oneバージョ ンから のアッ プグレード 」 (60ページ )
l 「 2023より 前の UFT Oneバージョ ンから のアッ プグレード 」 (61ページ )
l 「 UFT Oneバージョ ン 23.4以前から のアッ プグレード 」 (61ページ )
l 「 24.2より 前の UFT Oneバージョ ンから のアッ プグレード 」 (62ページ )

サイ レン ト ・ イ ンスト ール・ スク リ プト のアッ プグレード

サイ レン ト ・ イ ンスト ール・ スク リ プト と Help_Documentsパラ メ ータ を含む

現在のスク リ プト をアッ プグレード する場合は，こ のパラ メ ータ を削除し ま

す。ヘルプ ・ ド キュ メ ン ト は，UFT Oneでイ ンスト ールさ れなく なり まし た。

オンラ イ ンでヘルプセンタ ーにアク セスするか，ローカ ル・ ド ラ イ ブにダウン

ロード でき ます。［オプショ ン］ダイ アログ・ ボッ ク ス ( ［ツール］＞［オプ

ショ ン］＞［一般］タ ブ＞［ヘルプ］) から ヘルプをダウンロード し ます。

ラ イ センスのアッ プグレード

QuickTest，Service Test，または 12.50より 前の UFT Oneバージョ ンから アッ

プグレード する場合は，新規ラ イ センスを取得する必要があり ます。

お持ちのラ イ センスを新し い Functional Testingラ イ センス ( UFT Oneおよび

UFT Developer) にアッ プグレード するこ と も でき ます。こ の手順は必須では

あり ません。

サポート が必要な場合は，営業担当者にお問い合わせく ださ い。
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Microsoft Edge Legacyでの Webテスト に対応し たアッ プグレー

ド

UFT Oneで，Microsoft WebDriverプログラ ム ( Edge用 OpenText UFT Agentに
必要) の使用方法が変更さ れまし た。必要な手順については，Edge拡張の使

用方法に関する ト ピ ッ ク を参照し てく ださ い。

オート メ ーショ ン ・ スク リ プト のテキスト 認識オプショ ンに対応

し たアッ プグレード

オート メ ーショ ン ・ スク リ プト を使用し て UFT Oneを実行し ，テキスト 認識オ

プショ ンをスク リ プト に追加し ている場合，次のプロパティ が使用さ れなく

なっ たため更新が必要です。

更新対象 更新後

TextRecognitionLanguages AbbyyOcrLanguages

TextRecognitionOrder TextRecognitionOcrMechanism

2021より 前の UFT Oneバージョ ンから のアッ プグレード

2021より 前のバージョ ンから 2021にアッ プグレード し た後に，UFT Oneを初

めて実行すると ，既存のすべての設定フ ァ イ ルが新し い場所に自動的に移行さ

れます。

アッ プグレード 直後に別のラ イ センスをイ ンスト ールすると ，UFT Oneを初め

て実行し たと き にラ イ センスが自動的に上書き さ れ，UFT Oneの起動は失敗し

ます。

し たがっ て，アッ プグレード 後は，一度 UFT Oneを開いてから 新し いラ イ セン

スをイ ンスト ールし ます。
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2023より 前の UFT Oneバージョ ンから のアッ プグレード

UFT Oneでは，順序位置を使用し た AIオブジェ ク ト の識別で，より 一貫し た計

算が行われます。その結果，既存のテスト でいく つかのステッ プを調整し なけ

ればなら ない場合があり ます。

順序位置で記述し た AIオブジェ ク ト が正し く 識別さ れていない場合，アプリ

ケーショ ンを再検査し て，使用するのに最適な記述を見つけます。たと えば，

オブジェ ク ト を上から 3番目と 記述し ている場合，左から 4番目と 記述し たほ

う が，より 一貫し た結果が得ら れる可能性があり ます。

AIオブジェ ク ト に順序位置を使用する方法の詳細については，UFT Oneヘルプ

センタ ーを参照し てく ださ い。

UFT Oneバージョ ン 23.4以前から のアッ プグレード

UFT Oneバージョ ン 23.4および 24.2では，テキスト 認識にいく つかの機能拡

張が導入さ れまし た。以前の UFT Oneバージョ ンで最後に更新さ れたテスト を

実行する場合，いく つかのテキスト 認識設定を調整し なければなら ない場合が

あり ます。

l UFT One 23.4で変更さ れた点：AIベースのテキスト 認識

ノ イ ズを ト リ ミ ングするオプショ ン と UIコ ン ト ロールの境界を考慮するオプ

ショ ンが追加さ れまし た ( 標準設定で選択さ れています ) 。AIテキスト 認識

設定の詳細については，UFT Oneヘルプセンタ ーを参照し てく ださ い。

l UFT One 23.4および UFT One 24.2で変更さ れた点：ABBYY OCRエンジンを

使用し たテキスト 認識

UFT Oneで，ABBYY OCRエンジンの新し いバージョ ンが使用さ れるよう にな

り まし た。必要に応じ て，テキスト 認識設定を調整し てく ださ い。［プレ

ビュ ー］表示枠を使用し て，テキスト 認識が最適になるよう にさ まざまな設

定を試すこ と ができ ます。ABBYYテキスト 認識設定の詳細については，UFT
Oneヘルプセンタ ーを参照し てく ださ い。
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24.2より 前の UFT Oneバージョ ンから のアッ プグレード

24.2より 前のバージョ ンから アッ プグレード する場合は，次の問題を考慮し て

く ださ い。

l Core UFT One DVD Bundle と UFT OCR Expansion Packをイ ンスト ールし てい

た場合は，アッ プグレード 時に両方のイ ンスト ール・ パッ ケージの新し い

バージョ ンをダウンロード し てく ださ い。Core UFT One DVD Bundle 24.2で

は，ABBYY OCRエンジンをサポート するために UFT OCR Expansion Pack
24.2が必要です。

l 24.2で，SAP SuccessFactorsオブジェ ク ト の認識が変更さ れまし た。既存の

SAP SuccessFactorsテスト で SAPオブジェ ク ト または Webオブジェ ク ト が

識別さ れない場合は，次のいずれかを実行し てテスト を更新し ます。

l オブジェ ク ト ・ リ ポジト リ で，［アプリ ケーショ ンから 更新］ボタ ン を

使用し てオブジェ ク ト の記述を更新し ます。詳細については，Update
description propertiesを参照し てく ださ い。

l オブジェ ク ト をスパイ し ，オブジェ ク ト ・ リ ポジト リ に追加し て，オブ

ジェ ク ト を再度学習し ます。次に，新し いオブジェ ク ト を使用するよう に

テスト ・ ステッ プを更新し ます。

l 関連するステッ プを削除し ，記録し て再作成し ます。
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イ ンスト ールの検証
イ ンスト ールのステータ スを確認するには，UFT Oneイ ンスト ール・ チェ ッ

ク ・ ツールを使用し ます。

こ のセク ショ ンの内容：

• UFT Oneイ ンスト ール・ チェ ッ ク ・ ツールの分析を実行する 63
• UFT Oneイ ンスト ール・ チェ ッ ク ・ ツールのレポート について 64

UFT One イ ンスト ール・ チェ ッ ク ・ ツール
の分析を実行する
UFT Oneのイ ンスト ール後，次のよう にイ ンスト ール検証ツールにアク セスし

ます。

1. 追加イ ンスト ール要件ユーティ リ ティ を開き ます ( Windowsの［スタ ー

ト ］メ ニュ ーから 利用可能) 。

2. ［実行］をク リ ッ ク し てユーティ リ ティ を実行し ます。こ のユーティ リ

ティ は，UFT Oneを使用するための設定前提条件を処理し ます。イ ンス

ト ールに必要な任意のウィ ザード を実行し ます。

3. イ ンスト ール・ チェ ッ ク ・ ツールを開き ます ( Windowsの［スタ ート ］メ

ニュ ーから 利用可能) 。

4. ［イ ンスト ール チェ ッ ク ツール］ダイ アログで，［分析］をク リ ッ ク し

て，現在の UFT Oneイ ンスト ールおよび設定ステータ スに関するレポート

を生成し ます。

5. レポート が生成さ れたら ，必要に応じ て次のいずれかをク リ ッ ク し ます。

l レ ポート を 表示：ブラ ウザでレポート を htmフ ァ イ ルと し て表示し ま

す。

l 電子メ ールの送信：レポート を別のユーザに送信し ます。こ のオプショ

ンを使用するには，UFT Oneマシンで標準設定の電子メ ール・ アプリ

ケーショ ンを設定する必要があり ます。
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UFT One イ ンスト ール・ チェ ッ ク ・ ツール
のレポート について
UFT Oneイ ンスト ール・ チェ ッ ク ・ ツールは，イ ンスト ールおよび構成状態を

期待値と 比較し て検証し ます。

期待どおり に返さ れた値は，緑で強調表示さ れ，予期し ない値は赤で強調表示

さ れます。

注 :
l イ ンスト ール・ チェ ッ ク ・ ツールは，リ モート ・ エージェ ン ト が管理

者モード で実行さ れている場合にのみ，［リ モート エージェ ン ト の設

定］ダイ アログのデータ を返し ます。

l UFT One 24.1以降：イ ンスト ール・ チェ ッ ク ・ ツールは，UFT Oneの

機能に関連する可能性のあるさ まざまなフ ォ ルダと 登録キーで使用可

能な権限を表示し ます。サポート が必要な場合，こ の情報がサポー

ト ・ チームにと っ て有益である可能性があり ます。

その他の参照項目：

l 「 UFT Oneのアッ プグレード 」 (56ページ )

l 「 イ ンスト ールの前提条件」 (19ページ )

l 「 イ ンスト ール時の既知の問題」 (67ページ )
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Web 2.0アド イ ンまたは Extensibility
ツールキッ ト のイ ンスト ール
こ のセク ショ ンでは，Web 2.0アド イ ンまたは Extensibilityツールキッ ト を イ

ンスト ールする方法について説明し ます。

l Web 2.0 Add-inを使用すると ，Web 2.0環境で HTMLユーザ・ イ ンタ フ ェ ー

ス・ オブジェ ク ト ( コ ン ト ロール) をテスト でき ます。利用可能な Web 2.0
アド イ ンのリ スト については，UFT Oneオンラ イ ン ・ ヘルプのWeb 2.0 Add-
insを参照し てく ださ い。

l Extensibilityツールキッ ト を使用すると ，UFT Oneアド イ ンで現在サポート さ

れていないアド イ ン ・ オブジェ ク ト のサポート を開発でき ます。

注 : こ のイ ンスト ールは，UFT Oneを Full UFT One DVD Releaseまたは

Core UFT One DVD Bundleから イ ンスト ールし た場合にのみ利用でき ま

す。詳細については，「 イ ンスト ール・ パッ ケージ」 (13ページ )を参照し

てく ださ い。

Web 2.0アド イ ンまたは Extensibilityツールキッ ト を イ ンスト ー

ルするには

1. UFT Oneの Setup.exeフ ァ イ ルを実行し ，イ ンスト ールの開始画面で［ア

ド イ ンによる機能拡張と Web 2.0 ツールキッ ト ］オプショ ンを選択し ま

す。

2. Add-in Extensibility と Web 2.0 Toolkitのサポート ・ ページで必要に応じ

て［Extensibility SDK］または［Web 2.0ツールキッ ト ］イ ンスト ール・ オ

プショ ンを選択し ます。

3. ウィ ザード の手順に従っ て，イ ンスト ール作業を行います。

イ ンスト ールが完了すると ，ツールキッ ト ・ フ ァ イ ルと Extensibility SDKは，

<UFT One イ ンスト ール・ フ ォ ルダ>\dat\Extensibilityフ ォ ルダに格納さ れて

います。

Web 2.0アド イ ンは，UFT Oneを開始し たと き に，アド イ ン ・ マネージャ で

Web Add-inの子ノ ード と し て表示さ れます。
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その他の参照項目：

l 「 イ ンスト ール・ パッ ケージ」 (13ページ )

l 「 イ ンスト ール・ ウィ ザード を使用し た UFT Oneのイ ンスト ール」 (26ペー

ジ )
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イ ンスト ール時の既知の問題
こ のセク ショ ンでは，UFT Oneのイ ンスト ールに関する ト ラ ブルシュ ーティ ン

グと 制限事項について説明し ます。

こ のセク ショ ンの内容：

• 使用中のフ ァ イ ル 67
• コ ンポーネン ト の登録に失敗し まし た 68
• UFT Oneイ ンスト ールの変更または修復 68
• UFT Oneイ ンスト ールと 他の ADMソ フ ト ウェ ア 68
• UFT Oneイ ンスト ールと Microsoftソ フ ト ウェ ア 70
• UFT Oneイ ンスト ールと OpenText UFT Agent( ブラ ウザのサポート ) 73
• UFT Oneイ ンスト ールと 64ビッ ト ・ アプリ ケーショ ン 74
• UFT Oneイ ンスト ールと Java 74
• 英語以外の言語での UFTイ ンスト ール 75

使用中のフ ァ イ ル
イ ンスト ール・ プロセスで［UFT One使用中のフ ァ イ ル］ダイ アログ・ ボッ ク

スが表示さ れる場合は，［アプリ ケーショ ンを 閉じ て開き 直し ます。］を選択

し ます。

アプリ ケーショ ンが UFT Oneによっ て自動的に閉じ ら れ，イ ンスト ールが続行

さ れます。

再起動の後で［UFT One使用中のフ ァ イ ル］ダイ アログ・ ボッ ク スに，開いて

いるアプリ ケーショ ン と し て Explorerが表示さ れた場合は，次のいずれかを実

行し ます。

アプリ ケーショ
ンを 閉じ て開き
直し ます。

イ ンスト ールに必要なアプリ ケーショ ンを自動的に閉じ る
よ う に，UFT Oneに指示し ます。

アプリ ケーショ
ンを 閉じ ませ
ん。

イ ンスト ールを続行するよう に，UFT Oneに指示し ます。
こ のオプショ ンを選択し た場合，イ ンスト ール後にコ ン
ピュ ータ を再起動する必要があり ます。
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コ ンポーネン ト の登録に失敗し まし た
イ ンスト ール中にコ ンポーネン ト の登録に失敗し たこ と を示すメ ッ セージが表

示さ れた場合は，［OK］をク リ ッ ク し ないでく ださ い。

代わり に，%TEMP%ディ レ ク ト リ にある VC2015Prerequisite_yyyymmdd_
XXXXXX.logフ ァ イ ルで問題を確認し てく ださ い。ログにサービスが正し く 起

動し なかっ たこ と が示さ れた場合は，サービスを手動で再起動し て，イ ンス

ト ールを再開し てく ださ い。

UFT One イ ンスト ールの変更または修復
UFT Oneイ ンスト ールを変更または修復するには，特定のレジスト リ ・ キーへ

の書き 込みアク セス許可が必要です。

こ れら のアク セス許可なし でコ ン ト ロール・ パネルから イ ンスト ールを修復し

よ う と すると ，次のよう な動作になり ます。

イ ンスト ール・ ウィ ザード が停止し ，エラ ー・ メ ッ セージが表示さ れます。

l 管理者と し て Windowsにログイ ンし ，コ ン ト ロール・ パネルから UFT One
イ ンスト ールを変更または修復し ます。

l UFT Oneイ ンスト ール・ パッ ケージから UFT One MSIイ ンスト ール・ プログ

ラ ムを実行し ，［変更］または［修復］オプショ ンを選択し ます。

UFT One イ ンスト ールと 他の ADM ソ フ ト
ウェ ア
次の表では，他の ADMソ フ ト ウェ アを UFT One と と も にイ ンスト ールする場

合のト ラ ブルシュ ーティ ングと 制限事項について説明し ます。
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Sprinter UFT One と Sprinterを同じ コ ンピュ ータ 上で使用し ている
場合，UFT One と Sprinterのどちら かを変更し たと き は，
も う 一方の製品に対し て修復を実行する必要があり ます。

ALM UFT Oneがイ ンスト ールさ れているのと 同じ コ ンピュ ータ
に ALMク ラ イ アン ト がイ ンスト ールさ れている場合，UFT
Oneをアンイ ンスト ールすると ，ムービー ( .fbr) フ ァ イ
ルの関連付けが削除さ れるこ と があり ます。

そのため， Micro Playerアプリ ケーショ ンを使っ て，ALM
で管理さ れている不具合に関するムービーを表示でき ない
こ と があり ます。

回避策：Windowsのフ ァ イ ル・ オプショ ンのダイ アログ・
ボッ ク スで，ムービー・ フ ァ イ ルに Micro Playerアプリ
ケーショ ンを再度関連付けます。

UFT Developer l イ ンスト ール時に関連する IDEがイ ンスト ールさ れてい
ない場合でも ，［カ スタ ム セッ ト アッ プ］画面で
UFT Developer Visual Studioまたは Eclipseプラ グイ ンを
選択でき ます。

IDEを後から イ ンスト ールすると ，UFT Developerプラ グ
イ ンが使用でき るよ う になり ません。

回避策：必要な IDEをイ ンスト ールし た後で，イ ンス
ト ールの修復を実行し ます。

l UFT Oneのイ ンスト ールの一部と し て UFT Developerの
サイ レン ト ・ イ ンスト ールを実行する場合は，必ず新し
い構文を使用し てく ださ い。

詳細については，「 UFT Developerコ ンポーネン ト の
ADDLOCAL値」 (44ページ )を参照し てく ださ い。

以下のよう なエラ ーが発生し た場合は，古い LeanFTサ
イ レン ト ・ イ ンスト ール・ コ マン ド 構文を使用し ていな
いこ と を確認し てく ださ い。

Error: The installer has encountered an unexpected
error installing this package. This may indicate a
problem with this package. The error code is 2711.
The arguments are: LeanFT
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UFT One イ ンスト ールと Microsoft ソ フ ト
ウェ ア
次の表では，UFT Oneを Windowsにイ ンスト ールする場合や，UFT Oneを他

の Microsoftソ フ ト ウェ アと と も に使用する場合のト ラ ブルシュ ーティ ングと

制限事項について説明し ます。

ソ フ ト ウェ

ア UFTの手順

Windows
10および
11

l Windows 10または 11オペレーティ ング・ システムに UFT One
をイ ンスト ールする場合，UFT Oneのイ ンスト ールを行う 前
に Cortana と アク ショ ン ・ センタ ーを終了する必要があり ま
す。

l Windows 10または 11で UFT Oneから ALMに接続するには，
管理者権限が必要です。

UFT Oneのイ ンスト ール後すぐ に，管理者権限を使用し て
ALMに接続し ます。
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ソ フ ト ウェ

ア UFTの手順

pdm.dll UFT Oneで GUIテスト を デバッ グするには，pdm.dllフ ァ イ ル
がイ ンスト ールさ れ登録さ れているこ と を確認し ます。

pdm.dllフ ァ イ ルは，Microsoft Visual Studioおよび Microsoft
Office と と も にイ ンスト ールさ れ，登録さ れます。また，
Microsoft Internet Explorerでも イ ンスト ールさ れます ( 登録は
さ れません ) 。

または，UFT Oneイ ンスト ールで提供さ れる Microsoft Script
Debuggerをイ ンスト ールし ます。こ れにより ，pdm.dllが提供
さ れます。

Microsoft Internet Explorer と と も にイ ンスト ールさ れる
pdm.dll を 登録するには，次の手順を 実行し ます。

1. 管理者権限があるこ と を確認し ます。

2. pdm.dllフ ァ イ ルを見つけます。通常は，c:\program files
(x86)\internet explorer\または c:\program files\internet
explorerのいずれかに格納さ れています。

3. pdm.dllフ ァ イ ルと msdbg2.dllフ ァ イ ルを，同じ フ ォ ルダか
ら 別の場所に移動し ます。

4. 次のコ マンド を実行し ます。

regsvr32 <pdm.dllの完全パス >\pdm.dll
regsvr32 <pdm.dllの完全パス >\msdbg2.dll

現在登録さ れている pdm.dllのバージョ ンが 9未満の場合：

1. Microsoft Script Debuggerをアンイ ンスト ールし ます ( イ ン
スト ールさ れている場合) 。

2. UFT One追加イ ンスト ール要件ユーティ リ ティ を使用し
て，Microsoft Script Debuggerをイ ンスト ールし ます。

Windowsの［スタ ート ］メ ニュ ーから ，または <UFT イ ン
スト ール・ フ ォ ルダ>\bin\UFTInstallReqs.exeを実行し て，
UFT Oneイ ンスト ールの追加要件ユーティ リ ティ を起動し
ます。
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ソ フ ト ウェ

ア UFTの手順

Microsoft
Office 64
ビ ッ ト 版

同じ マシンで UFT One と Microsoft Office 64ビッ ト 版を使用す
るには，手動での操作が必要になり ます。こ れは，こ れら 2つ
のプログラ ムで使用さ れる Microsoft Accessデータ ベース・ エ
ンジンのバージョ ン間の競合によるも のです。

次のいずれかを実行し ます。

l Microsoft Office 64ビッ ト 版をイ ンスト ールする前に，UFT
Oneをイ ンスト ールし ます。

l UFT Oneをイ ンスト ールする前に，管理者コ マンド ・ ラ イ ン
から ，/quiet引数を使用し て Microsoft Accessデータ ベー
ス・ エンジン 2016 32ビッ ト 版をイ ンスト ールし ます。詳細
については，「 Microsoft Accessデータ ベース・ エンジン
2016のイ ンスト ール」 (37ページ )を参照し てく ださ い。

l SKIP_MSADE_CHECKフ ラ グを使用し て，UFT Oneをイ ンス
ト ールし ます。こ れにより ，Microsoft Accessデータ ベース・
エンジン 2016再頒布可能パッ ケージをイ ンスト ールし なく て
も ，UFT Oneがイ ンスト ールさ れます。

サイ レ ン ト ・ モード で実行：  
cmd /c MsiExec /norestart /qn /i "<UFT One MSI
Path>\Unified_Functional_Testing_x64.msi" /l*xv "<log
file path>.log" SKIP_MSADE_CHECK=1

イ ンスト ール・ ウィ ザード の使用：

cmd /c MsiExec /norestart /qf /i "<UFT One MSI
Path>\Unified_Functional_Testing_x64.msi" /l*xv "<log
file path>.log" SKIP_MSADE_CHECK=1

後で，APIデータ ベース・ アク ティ ビティ に再頒布可能エン
ジンが必要であるこ と が判明し た場合は，上記の手順に従っ
てイ ンスト ールでき ます。

Windows
Server
2012 R2

UFT Oneを Windows Server 2012 R2で使用する場合に，APIテ
スト およびコ ンポーネン ト を使用すると き は，MSU( Microsoft
Update) KB2887595がイ ンスト ールさ れているこ と を確認し て
く ださ い。
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UFT One イ ンスト ールと OpenText
UFT Agent( ブラ ウザのサポート )
次の表では，OpenText UFT Agent拡張機能をブラ ウザにイ ンスト ールする手順

について説明し ます。

ブラ ウザ UFTの手順

Google
Chrome

Google Chromeバージョ ン 68以降でアプリ ケーショ ンをテスト
し ている場合，UFT Oneのイ ンスト ール後に初めて Chromeを開
く と ，Chromeは OpenText UFT Agent for Google Chromeを自動
的にダウンロード し てイ ンスト ールし ます。

次の場合，OpenText UFT Agent Chrome拡張機能を手動でイ ンス
ト ールする必要があり ます。

l イ ンタ ーネッ ト に接続し ていない。

l Google Chromeの自動更新を有効にし ていない。

l Google Chromeバージョ ン 67以前を使用し ている。

l Google Chromeバージョ ン 95以前を使用し ている。

拡張機能を手動でイ ンスト ールする方法の詳細については，UFT
Oneヘルプセンタ ーを参照し てく ださ い。

Mozilla
Firefox

UFT Oneのイ ンスト ール後に初めて Firefoxを開く と き に，
OpenText UFT Agent for Firefoxをイ ンスト ールするプロンプト に
同意し ます。

一般 最新の OpenText UFT Agentブラ ウザ拡張機能を使用するには，
こ の拡張機能の古いバージョ ンである Functional Testing Agent拡
張機能がイ ンスト ールさ れていないこ と を確認し ます。両方の拡
張機能がイ ンスト ールさ れている場合は，新し い拡張機能を有効
にする前に古い拡張機能を手動で削除し ます。
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UFT One イ ンスト ールと 64ビッ ト ・ アプ
リ ケーショ ン

管理者権限で
のイ ンスト ー
ル

管理者権限を持つユーザが UFT One Add-in for ALMをイ ンス
ト ールするか，Run Results Viewerの修復操作を実行し た後
に，管理者権限のないユーザが同じ コ ンピュ ータ で UFT One
を実行すると ，UFT Oneは 64ビッ ト ・ アプリ ケーショ ンを
サポート でき なく なり ます。

回避策：管理者と し てログイ ンし ，次のいずれかを実行し ま
す。

l UFT Oneを修復

l <UFT One イ ンスト ール・ フ ォ ルダ
>\bin64\Mediator64.exeを実行する

32 ビ ッ ト お
よび 64 ビ ッ
ト ・ アプリ
ケーショ ン

コ ンピュ ータ にアプリ ケーショ ンのバージョ ンが 2種類あ
り ，一方が 32ビッ ト でも う 一方が 64ビッ ト の場合，常に
32ビッ ト ・ バージョ ンが開かれます。

こ れは，オペレーティ ング・ システムが Program Filesフ ォ ル
ダから Program Files( x86) フ ォ ルダへのリ ダイ レ ク ト と ，
System32フ ォ ルダから SysWow64フ ォ ルダへのリ ダイ レ ク
ト を実行する場合に発生し ます。

回避策：64ビッ ト ・ バージョ ンを指定するには，ステッ プ
で 64ビッ ト ・ バージョ ンのパスを明示的に指定し てく ださ
い。

.NET / WPF
Add-in
Extensibility

.NETまたは WPF Add-in Extensibilityを 64ビッ ト の Windows
Formsプロセスで使用する場合，［Any CPU］オプショ ンを
使用し てカ スタ ム・ サーバ DLLを構築する必要があり ます。

UFT One イ ンスト ールと Java
UFT Oneがイ ンスト ールさ れているマシンで JREを再イ ンスト ールまたはアッ

プグレード すると ，エラ ー 1603が発生し て JREのイ ンスト ールが完了し ない

場合があり ます。

イ ンスト ール・ ガイ ド

イ ンスト ール時の既知の問題

UFT One (23.4-24.2) 74 / 111ページ



こ れは，UFT Oneの Java環境変数と Javaイ ンスト ーラ 間の干渉が原因である

可能性があり ます。

イ ンスト ールを正常に完了するには，UFT Oneの Java環境変数の名前を変更

し ，JREのイ ンスト ールを実行し てから ，変数名を元に戻し ます。

UFT Oneの Java環境変数の名前を一時的に変更するには：  
1. Windowsデスク ト ッ プで，［マイ コ ンピュ ータ ］または［PC］を右ク

リ ッ ク し ，［プロパティ ］を選択し ます。

2. ［詳細設定］タ ブを選択し ます。

3. ［環境変数］ボタ ンをク リ ッ ク し ます。

4. ユーザ環境変数リ スト と システム環境変数リ スト の両方で，次の環境変数

を探し て名前を編集し ます。

l _JAVA_OPTIONS
l Java_Tool_Options
l IBM_Java_Options

5. JREをイ ンスト ールし ます。

6. イ ンスト ールが完了し たら ，環境変数の名前を元の名前に戻し ます。

英語以外の言語での UFT イ ンスト ール
英語以外の言語で UFT Oneをイ ンスト ールする場合，標準設定では TTF16.ocx
フ ァ イ ルは登録さ れません。こ のよう な場合にエラ ーを回避するには，イ ンス

ト ールを始める前に次の手順を実行し ます。

1. Windowsの［よ う こ そ画面と 新し いユーザー アカ ウン ト の設定］を参照し

ます。こ れは Windowsのコ ン ト ロール・ パネルの地域または地域と 言語の

設定で確認でき ます。

2. ［設定のコ ピー ...］をク リ ッ ク し ，現在の設定を［よ う こ そ画面と システ

ム アカ ウン ト ］にコ ピーするよう に選択し ます。
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その他の参照項目：

l 「 UFT Oneラ イ センスに関する既知の問題」 (106ページ )
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UFT One ラ イ センス
UFT Oneを使用するにはラ イ センスが必要です。こ のセク ショ ンでは，さ まざ

まな種類の UFT Oneラ イ センス，ラ イ センス情報の表示場所，およびラ イ セン

スのイ ンスト ール方法について説明し ます。

こ のセク ショ ンの内容：

• UFT Oneのラ イ センスの種類 77
• ラ イ センス情報の表示 78
• AutoPass License Server 78
• シート ・ ラ イ センスと コ ンカ レン ト ・ ラ イ センス 79
• ラ イ センス・ エディ ショ ン 82
• ウィ ザード を使用し たラ イ センスの管理 86
• コ マン ド ・ ラ イ ンを使用し たラ イ センスの管理 93
• ラ イ センス動作の設定 97
• ラ イ センスに関するよ く ある質問 101
• UFT Oneラ イ センスに関する既知の問題 106

UFT Oneのラ イ センスの種類
UFT Oneをイ ンスト ールする際に，次のラ イ センスの種類のいずれかを選択し

ます。

l イ ンスト ールし たコ ンピュ ータ のみで有効な永久シート ・ ラ イ センス。

注：UFT Oneの試用版イ ンスト ールには，30日間の体験版シート ・ ラ イ セン

スが含まれています。

l ネッ ト ワーク ベースのコ ンカ レ ン ト ・ ラ イ センス。複数の UFT Oneユーザが

使用可能で，ラ イ センス・ サーバ・ プールから 取得し たり ラ イ センス・ サー

バ・ プールに戻し たり でき ます。

体験版のコ ンカ レン ト ・ ラ イ センスが必要な場合は，UFT Oneの販売担当者

またはパート ナーまでお問い合わせく ださ い。

管理者権限でログイ ンし ている限り ，ラ イ センスの種類はいつでも 変更でき ま

す。たと えば，現在シート ・ ラ イ センスを使用し ている場合，コ ンカ レン ト ・

ラ イ センス・ サーバをネッ ト ワーク 上で利用でき る場合は，コ ンカ レン ト ・ ラ

イ センス・ サーバに接続するこ と を選択でき ます。
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注 : レガシー・ ラ イ センスで UFT Oneを起動するこ と も 可能ですが，こ の

場合，使用許諾さ れているサービスの機能に限定さ れます。たと えば，

QuickTest Professionalまたは Service Testのレガシー・ ラ イ センスを使

用し て UFT Oneを開いた場合，GUIテスト または APIテスト の機能にア

ク セスでき ます。

詳細については，「 シート ・ ラ イ センスと コ ンカ レン ト ・ ラ イ センス」 (79
ページ )および「 ラ イ センス・ エディ ショ ン 」 (82ページ )を参照し てく ださ い。

ラ イ センスのイ ンスト ールと 設定の詳細については，以下を参照し てく ださ

い。

l 「 ウィ ザード を使用し たラ イ センスの管理」 (86ページ )
l 「 コ マン ド ・ ラ イ ンを使用し たラ イ センスの管理」 (93ページ )
l 「 ラ イ センス動作の設定」 (97ページ )

ラ イ センス情報の表示
現在のラ イ センスの詳細を表示するには，次の手順を実行し ます。

1. UFT Oneで，［ヘルプ］＞［OpenText UFT Oneのバージョ ン情報］を選択

し ます。

2. ［ラ イ センス］をク リ ッ ク し ます。

少なく と も 1つのラ イ センスの有効期限が近づいている場合，UFT Oneに

は有効期限に最も 近いラ イ センスの日付が表示さ れます。

AutoPass License Server
コ ンカ レン ト ・ ラ イ センスでは，AutoPass License Serverを使用する必要があ

り ます。UFT One 14.50以降にアッ プグレード する場合は，AutoPassのバー

ジョ ンを AutoPassバージョ ン 10.7以降にアッ プグレード する必要があり ま

す。
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ITOMマーケッ ト プレ イ スから イ ンスト ール・ フ ァ イ ルをダウンロード し ます

( ログイ ンが必要) 。

注意 :前のバージョ ンの UFT Oneを AutoPassバージョ ン 10.7で使用する

には，SSLを設定する必要があり ます。詳細については，AutoPass 10.7
SSL通信サポート ・ ド キュ メ ン ト を参照し てく ださ い ( ログイ ンが必

要) 。

プロキシ設定，ラ イ センスと ユーザの管理などの詳細については，AutoPass
License Serverのオンラ イ ン ・ ド キュ メ ン ト を参照し てく ださ い。

その他の参照項目：

l 「 イ ンスト ール時の既知の問題」 (67ページ )

l 「 ラ イ センスに関するよ く ある質問」 (101ページ )

l 「 UFT Oneラ イ センスに関する既知の問題」 (106ページ )

l UFT Oneコ ミ ュ ニティ ・ ディ スカ ッ ショ ン：ラ イ センス関連の問題の検索

l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management

シート ・ ラ イ センスと コ ンカ レン ト ・ ラ イ
センス
こ のセク ショ ンでは，UFT Oneシート ・ ラ イ センスと コ ンカ レン ト ・ ラ イ セン

スについて説明し ます。必要に応じ て最適なタ イ プのラ イ センスを選択するの

に役立ちます。

こ のセク ショ ンの内容：

• シート ・ ラ イ センス 80
• コ ンカ レン ト ・ ラ イ センス 80
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シート ・ ラ イ センス

シート ・ ラ イ センスは，コ ンピュ ータ ごと の特定のロッ ク ・ コ ード に基づいた

マシン固有のラ イ センスです。

キーの入力が必要になるのは 1回のみです。キーごと に 1つのイ ンスト ールが

利用でき ます。

複数の起動用パーティ ショ ンを持つコ ンピュ ータ は，パーティ ショ ンごと に異

なるロッ キング・ コ ード を生成するこ と があり ます。シート ・ ラ イ センス・

キーを取得する際は，UFT Oneまたは UFT Developerを使用するパーティ ショ

ンのロッ ク ・ コ ード を使用する必要があり ます。

シート ・ ラ イ センスと Windowsサーバ

Windowsサーバにシート ・ ラ イ センスをイ ンスト ールすると ，Windowsサーバ

に最初にログイ ンし たユーザがシート ・ ラ イ センスを消費し ます。

制限さ れたシート ・ ラ イ センス

期間限定のシート ・ ラ イ センスのイ ンスト ールでは，コ ンピュ ータ の日付を変

更し ないでく ださ い。日付を変更すると ，アク ティ ブなシート ・ ラ イ センスが

ブロッ ク さ れ，それ以降，そのコ ンピュ ータ ではシート ・ ラ イ センスをイ ンス

ト ールでき なく なり ます。詳細については，UFT Oneラ イ センスの提供元にお

問い合わせく ださ い。

MACアド レスまたはホスト 名の変更

シート ・ ラ イ センスのイ ンスト ール後にコ ンピュ ータ の MACアド レスまたは

ホスト 名を変更し た場合，シート ・ ラ イ センスの生成と イ ンスト ールを再度行

う 必要があり ます。

コ ンカ レン ト ・ ラ イ センス

コ ンカ レン ト ・ ラ イ センスは，セッ ショ ンごと に AutoPassラ イ センス・ サー

バから 取得さ れます。コ ンカ レン ト ・ ラ イ センスのイ ンスト ールと アク セス許

可には，アク ティ ブなネッ ト ワーク 接続が必要です。
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UFT Oneまたは UFT Developerは起動するたびに，使用可能なラ イ センスを求

めて AutoPassラ イ センス・ サーバに接続し ，サーバにより 現在使用さ れてい

るラ イ センスの数が調節さ れます。

UFT Oneまたは UFT Developerが閉じ ら れると ，ラ イ センスは AutoPassラ イ セ

ンス・ サーバに返さ れます。さ ら に，UFT Oneまたは UFT Developerが指定さ

れた時間マウスまたはキーボード の操作がなく アイ ド ル状態の場合，コ ンカ レ

ン ト ・ ラ イ センスは解放さ れます。

FTツールをイ ンタ ーネッ ト にアク セスせずに使用する必要がある場合は，代

わり に次のいずれかを使用し ます。

コ ミ ュ ー
タ ・ ラ イ セ
ンス

イ ンタ ーネッ ト を使用し ないで UFT Oneまたは UFT Developer
にアク セスする必要があるこ と が分かっ ている場合は，事前に
コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスをチェ ッ ク アウト し てく ださ い。

コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センス・ キーは一度入力すると ，限ら れた期
間，UFT Oneまたは UFT Developerの単一イ ンスト ールを使用
でき るよ う になり ます。

ラ イ センス・ キーはマシンの識別情報に基づいており ，要求を
行う コ ンピュ ータ に固有のも のです。

リ モート ・
コ ミ ュ ー
タ ・ ラ イ セ
ンス

予期せずイ ンタ ーネッ ト にアク セスでき ない場合は，アク セス
でき る別のユーザにコ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスをチェ ッ ク アウト
し ても ら う 必要があり ます。

こ れはリ モート ・ コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスと 呼ばれ，FTツール
で使用するために送信し ても ら う 必要があり ます。

コ ミ ュ ータ と リ モート ・ コ ミ ュ ータ の両方のラ イ センスは，有効期限日の

23:59に失効し ます。コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスの有効期限が終了すると ，UFT
Oneおよび UFT Developerはラ イ センスのタ イ プを以前使用し ていたタ イ プへ

と 自動的に戻し ます。

ヒ ン ト :ネッ ト ワーク 全体のラ イ センス使用状況( FTツールおよびその

他の製品) を追跡でき ます。詳細については，AutoPass License Server
のオンラ イ ン ・ ド キュ メ ン ト を参照し てく ださ い。
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その他の参照項目：

l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management

l AutoPass License Serverのオンラ イ ン ・ ド キュ メ ン ト

ラ イ センス・ エディ ショ ン
ADM Functional Testingツールは，さ まざまなラ イ センス・ エディ ショ ンをサ

ポート し ています。それぞれのエディ ショ ンには，機能テスト 機能の異なるサ

ブセッ ト がバンド ルさ れています。

こ のセク ショ ンの内容：

• サポート さ れるラ イ センス・ エディ ショ ン 82
• UFT 14.00より 前から のラ イ センスのアッ プグレード 83
• ラ イ センスのフ ォ ールバッ ク 機能 84

サポート さ れるラ イ センス・ エディ ショ ン

次の表は，各ラ イ センス・ エディ ショ ンで利用可能な製品を示し ています。

対応し ている

製品：

ラ イ センス名

UFT
Ultimate* UFT One UFT Developer

UFT One

UFT Developer

Sprinter *

BPT * *

Digital Lab ( 機能テスト の場合
のみ)

また，UFT Oneまたは UFT Developerテスト のみを実行する必要がある場合

は，UFT ラ ン タ イ ム・ エンジン ・ ラ イ センスを使用し ます。
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UFT ラ ン タ イ ム・ エンジン ・ ラ イ センスでは，テスト の作成や編集，または

UFT One IDEや UFT Developer IDEのプラ グイ ンへのアク セスを行う こ と はでき

ません。

*注：

l UFT Ultimateラ イ センスは購入でき なく なり まし た。既存の顧客に対

し てのみサポート さ れます。

l UFT Ultimateラ イ センスは，コ ンカ レン ト ・ ラ イ センスと し てのみ提

供さ れます。

l Sprinterは UFT Ultimateまたは UFT Oneのコ ンカ レン ト ・ ラ イ センス

でのみ利用でき ます。

l BPT と UFT Oneを使用する場合は，ALMサーバにも BPTのラ イ センス

が必要です。

UFT 14.00より 前から のラ イ センスのアッ プグ
レード

後方
互換
性

アッ プグレード を行う 場合で，FT，QTP，または UFTのラ イ センス
を現在保有し ている場合は，新し いラ イ センスの種類に移行する必
要はあり ません。UFT Oneは既存のラ イ センスで引き 続き 使用でき
ます。

従来の FTまたは QTPラ イ センスをお持ちのお客様は，引き 続き 既
存の機能を使用でき ます。従来の UFTラ イ センスをお持ちのお客様
は，UIテスト のみに制限さ れます。そのよう な場合は，すべての
UFT One機能を有効にするために UFT Oneラ イ センスにアッ プグ
レード するこ と をお勧めし ます。

UFTおよび LeanFTラ イ センスは，次のよう に自動的に名前が変更さ
れます。

l UFT ラ イ センス：ラ イ センス名が UFT Oneラ イ センスに自動的に
変更さ れます。

l LeanFT ラ イ センス：ラ イ センス名が UFT Developerラ イ センスに
自動的に変更さ れます。
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デバ
イ ス
ID
ベー
スの
ラ イ
セン
ス

UFT 14.00以降，UFT Oneは，ラ イ センス・ サーバの IPアド レスに
基づいたコ ンカ レン ト ・ ラ イ センスに加えて，デバイ ス IDに基づい
たコ ンカ レン ト ・ ラ イ センスをサポート し ています。

ただし ， IPアド レスに基づいたラ イ センスと デバイ ス IDベースのラ
イ センスを同時に使用するこ と はでき ません。

AutoPass License Serverに IDベースのコ ンカ レン ト ・ ラ イ センスを
イ ンスト ールすると ，同じ 機能に対する IPアド レスに基づいたラ イ
センスは自動的にアーカ イ ブさ れます。

アッ プグレード を行う 場合は，使用するラ イ センスの種類を選択
し ，必要に応じ てラ イ センスを移行し ます。

詳細については，AutoPass License Serverのオンラ イ ン ・ ド キュ メ
ン ト を参照し てく ださ い。

ラ イ センスのフ ォ ールバッ ク 機能

UFT Oneまたは UFT Developerを起動し たと き に，AutoPass License Serverは
UFT Oneまたは UFT Developerマシンで設定さ れたラ イ センス・ エディ ショ ン

( UFT Oneまたは UFT Developerなど ) を使用し よ う と し ます。

ツールのマシンに設定さ れているラ イ センス・ エディ ショ ンの可用性が懸念さ

れる場合は，「 ラ イ センスのフ ォ ールバッ ク 機能の設定」 (98ページ )の説明に

従っ てこ の設定を変更し てく ださ い。

フ ォ ールバッ ク 機能を有効にし た場合，ラ イ センスは次のよう に消費さ れま

す。

UFT Oneを起動し たと き

l UFT Oneラ イ センスをイ ンスト ールし ている場合，ラ イ センス・ サーバは

フ ォ ールバッ ク と し て UFT One Ultimateラ イ センスを探し ます。

l UFT ラ ン タ イ ム・ エンジンまたは UFT Developerラ イ センスをイ ンスト ール

し ている場合，フ ォ ールバッ ク はサポート さ れません。

UFT Developerを起動し たと き

UFT Developerラ ンタ イ ム・ エンジンを起動する場合，ラ イ センスは，お使い

のマシンで設定さ れたラ イ センスから 始まっ て，ラ イ センス・ サーバ上で次の

順序で消費さ れます。
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注 :
l ラ イ センスのフ ォ ールバッ ク 機能は，コ ンカ レン ト ・ ラ イ センスを使

用する場合にのみ関係し ます。

l ラ イ センスのフ ォ ールバッ ク 機能は，デフ ォ ルト では無効になっ てい

ます。

サンプル・ シナリ オ 1：UFT Developerマシンで UFT Developer
ラ イ センスが設定さ れている場合

使用し ているマシンで UFT Developerラ イ センスが設定さ れていて，ラ イ セン

ス・ サーバに使用可能な UFT Developerラ イ センスが存在し ない場合，

UFT Developerは UFT Oneラ イ センスを消費し よ う と し ます。

使用可能な UFT Oneラ イ センスも 存在し ない場合，UFT Developerは UFT
Ultimateラ イ センスを消費し よ う と し ます。

サンプル・ シナリ オ 2：UFT Developerマシンで UFT ラ ンタ イ

ム・ ラ イ センスが設定さ れている場合

使用し ている UFT Developerマシンで UFT ラ ン タ イ ム・ エンジン ・ ラ イ センス

が設定さ れていて，使用可能な UFT ラ ン タ イ ム・ エンジン ・ ラ イ センスが存

在し ない場合，UFT Developerは UFT Developerラ イ センスを消費し よ う と し

ます。

使用可能な UFT Developerラ イ センスも 存在し ない場合，UFT Developerは
UFT Oneラ イ センスを消費し よ う と し ます。

その他の参照項目：

l 「 UFT Oneラ イ センス」 (77ページ )

l 「 ラ イ センス動作の設定」 (97ページ )
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l 「 ラ イ センスに関するよ く ある質問」 (101ページ )

l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management

ウィ ザード を使用し たラ イ センスの管理
Functional Testingラ イ センス・ ウィ ザード では，UFT Oneまたは

UFT Developerのラ イ センスを管理でき ます。

ラ イ センスをイ ンスト ールするには管理者権限が必要です。

こ のセク ショ ンの内容：

シート ・ ラ イ センス・ モード の設定

コ ンピュ ータ ごと に特定のロッ ク ・ コ ード に基づいて，マシン固有のラ イ セン

スを持っ ている場合は，シート ・ ラ イ センス・ モード を設定し ます。詳細につ

いては，「 シート ・ ラ イ センスと コ ンカ レン ト ・ ラ イ センス」 (79ページ )を参

照し てく ださ い。

1. ［スタ ート ］メ ニュ ーまたは<UFT One / UFT Developer イ ンスト ール・

フ ォ ルダ>\bin\HP.UFT.LicenseInstallationWizard.exeから ウィ ザード にア

ク セスし ます。

2. ［ラ イ センス ウィ ザード ］の開始画面で［シート ラ イ センス］を選択し ま

す。

3. ［シート ラ イ センスのイ ンスト ール］画面で，次のいずれかを実行し ま

す。

l ［ラ イ センス キー フ ァ イ ルのロード ］をク リ ッ ク し ，ラ イ センス・ キー

の .datフ ァ イ ルを選択し ます。

編集フ ィ ールド にラ イ センス・ キーを貼り 付けます。

l ラ イ センス・ キーをまだ取得し ていない場合は，［ラ イ センス キー フ ァ

イ ルの入手方法］セク ショ ンを展開し ，その手順に従います。
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4. ラ イ センス・ キーが有効であるこ と を検証し ，［イ ンスト ール］をク リ ッ

ク し ます。

5. 完了し たら ，UFT Oneまたは UFT Developerを再起動し て新し いラ イ セン

スを適用し ます。

コ ンカ レン ト ・ ラ イ センス・ モード の設定
( ウィ ザード )
UFT Oneが AutoPass License Serverから のコ ンカ レン ト ・ ラ イ センスを消費す

るよう に，コ ンカ レン ト ・ ラ イ センス・ モード を設定し ます。

詳細については，「 シート ・ ラ イ センスと コ ンカ レン ト ・ ラ イ センス」 (79
ページ )を参照し てく ださ い。

前提条件

l AutoPass License Serverに UFT Oneラ イ センスをイ ンスト ールし ておく 必要

があり ます。

詳細については，AutoPass License Serverのオンラ イ ン ・ ド キュ メ ン ト を参

照し てく ださ い。

注 : UFT One と ラ イ センス・ サーバをイ ンスト ールする必要がある場合

は，Full UFT One DVD Releaseまたは Core UFT One DVD Bundleから

UFT Oneをイ ンスト ールする必要があり ます。

l ネッ ト ワーク に接続さ れているこ と と ，AutoPass License Serverにアク セス

でき るこ と を確認し ます。

コ ンカ レン ト ・ ラ イ センス・ モード を設定する

1. ［スタ ート ］メ ニュ ーまたは<UFT One / UFT Developer イ ンスト ール・

フ ォ ルダ>\bin\HP.UFT.LicenseInstallationWizard.exeから ウィ ザード にア

ク セスし ます。

2. ［ラ イ センス ウィ ザード ］の開始画面で［コ ンカ レ ン ト ラ イ センス］を選

択し ます。
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3. ［コ ンカ レン ト ラ イ センスのイ ンスト ール］画面で：

ラ イ センス ・ サーバのアド レ スと ポート 番号を入力し ます。

標準ポート 番号は 5814です。

注 : アド レスの形式は，License Serverの［Configuration］表示枠の

［Main］タ ブで使用さ れているも のと 同じ である必要があり ます。

詳細については，AutoPass License Serverのオンラ イ ン ・ ド キュ メ ン

ト を参照し てく ださ い。

4. マルチテナン ト ・ ラ イ センス・ サーバのアド レスを入力する場合は，テナ

ン ト 情報を入力し ます。
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［マルチテナン ト ラ イ センスサーバのテナン ト 情報を 入力］をク リ ッ ク

し ，テナン ト ID と 認証ト ーク ンを入力し ます。

AutoPass License Serverのテナン ト に認証ト ーク ンを割り 当てる方法につ

いては，AutoPass License Serverのオンラ イ ン ・ ド キュ メ ン ト を参照し て

く ださ い。

5. ［接続］をク リ ッ ク し ，ラ イ センス・ サーバに接続し ます。

6. 製品ラ イ センスのド ロ ッ プダウン ・ リ スト で適切なラ イ センスを選択し ，

［イ ンスト ール］をク リ ッ ク し ます。

7. ラ イ センス消費を定義し ている間に UFT Oneまたは UFT Developerが実行

さ れていた場合は，再起動し て新し いラ イ センスを適用し ます。

コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスのチェ ッ ク アウト と 消
費

コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスのチェ ッ ク アウト と 消費

コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスをチェ ッ ク アウト するには，ラ イ センス・ サーバに使

用可能なコ ンカ レン ト ・ ラ イ センスが存在し なければなり ません。

1. 前提条件：ネッ ト ワーク に接続さ れているこ と と ，AutoPass License Server
にアク セスでき るこ と を確認し ます。

ラ イ センス・ サーバにアク セスでき ない場合は，「 リ モート ・ コ ミ ュ ー

タ ・ ラ イ センスのチェ ッ ク アウト と 消費」 (91ページ )を参照し てく ださ い。

2. ［スタ ート ］メ ニュ ーまたは<UFT One / UFT Developer イ ンスト ール・

フ ォ ルダ>\bin\HP.UFT.LicenseInstallationWizard.exeから ウィ ザード にア

ク セスし ます。

3. ［ラ イ センス ウィ ザード ］の開始画面で［追加オプショ ン］＞［コ ミ ュ ー

タ ラ イ センス］を選択し ます。

4. コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスのイ ンスト ール画面が開いたら ，次の形式でラ イ

センス・ サーバのアド レスを入力し ます。

<ラ イ センス ・ サーバ・ アド レ ス >:<ポート >

標準ポート 番号は 5814です。
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注 : アド レスの形式は，License Serverの［Configuration］表示枠の

［Main］タ ブで使用さ れているも のと 同じ である必要があり ます。

詳細については，AutoPass License Serverのオンラ イ ン ・ ド キュ メ ン

ト を参照し てく ださ い。

5. ［接続］をク リ ッ ク し ，ラ イ センス・ サーバに接続し ます。

6. 利用可能なラ イ センスが一覧表示さ れたら ，ラ イ センス・ サーバのアド レ

スフ ィ ールド の下にある［利用可能］が選択さ れているこ と を確認し ま

す。

7. 利用可能なラ イ センスのリ スト から ，必要なラ イ センスを選択し ます。

8. ［ラ イ センスのチェ ッ ク アウト 期間 (日)］フ ィ ールド に，コ ミ ュ ータ ・ ラ

イ センスが必要になる日数を入力し ます。

最大 365日間

9. ［チェ ッ ク アウト ］をク リ ッ ク し ，［次へ］をク リ ッ ク し てラ イ センス消

費を定義し ます。

10. ラ イ センス消費を定義し ている間に UFT Oneまたは UFT Developerが実行

さ れていた場合は，再起動し て新し いラ イ センスを適用し ます。

コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスの返却

ラ イ センスの作業が完了し たら ，ラ イ センス・ サーバに戻し てく ださ い。

こ のプロセスは，チェ ッ ク アウト さ れたすべてのラ イ センスをチェ ッ ク イ ンし

ます。こ れら のラ イ センスのう ちいく つかがまだ必要な場合は，も う 一度

チェ ッ ク アウト し てく ださ い。

1. 前提条件：ネッ ト ワーク に接続さ れているこ と と ，ラ イ センス・ サーバに

アク セスでき るこ と を確認し ます。

ラ イ センス・ サーバにアク セスでき ない場合は，「 リ モート ・ コ ミ ュ ー

タ ・ ラ イ センスのチェ ッ ク アウト と 消費」 (91ページ )を参照し てく ださ い。

2. ［スタ ート ］メ ニュ ーまたは<UFT One / UFT Developer イ ンスト ール・

フ ォ ルダ>\bin\HP.UFT.LicenseInstallationWizard.exeから ウィ ザード にア

ク セスし ます。
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3. ［ラ イ センス ウィ ザード ］の開始画面で［追加オプショ ン］＞［コ ミ ュ ー

タ ラ イ センス］を選択し ます。

4. コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスのイ ンスト ールの画面が開き ，ラ イ センス・ サー

バのアド レスが表示さ れます。すでに接続さ れた状態になっ ています。

必要に応じ て，次の形式でラ イ センス・ サーバのアド レスを入力し ます。

<ラ イ センス ・ サーバ・ アド レ ス >:<ポート >

標準ポート 番号は 5814です。

注 : アド レスの形式は，License Serverの［Configuration］表示枠の

［Main］タ ブで使用さ れているも のと 同じ である必要があり ます。

詳細については，AutoPass License Serverのオンラ イ ン ・ ド キュ メ ン

ト を参照し てく ださ い。

5. ラ イ センスを一覧表示する領域で，［チェ ッ ク アウト 済み］が選択さ れて

いるこ と を確認し ます。

例：

6. ［すべてのラ イ センスのチェ ッ ク イ ン］をク リ ッ ク し ，［次へ］をク リ ッ

ク し ます。チェ ッ ク アウト さ れたラ イ センスのリ スト が消去さ れます。

リ モート ・ コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスのチェ ッ ク
アウト と 消費

リ モート ・ コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスのチェ ッ ク アウト と 消費

リ モート ・ コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスをチェ ッ ク アウト するには，ラ イ センス・

サーバに使用可能なコ ンカ レン ト ・ ラ イ センスが存在し なければなり ません。

1. ［スタ ート ］メ ニュ ーまたは<UFT One / UFT Developer イ ンスト ール・

フ ォ ルダ>\bin\HP.UFT.LicenseInstallationWizard.exeから ウィ ザード にア

ク セスし ます。

2. ［ラ イ センス ウィ ザード ］の開始画面で［追加オプショ ン］＞［リ モート

コ ミ ュ ータ ラ イ センス］を選択し ます。
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3. ［リ モート コ ミ ュ ータ ラ イ センスのイ ンスト ール］画面で，［要求フ ァ イ

ルの生成］が選択さ れているこ と を確認し ます。

4. 利用可能なラ イ センスのリ スト から ，必要なラ イ センスを選択し ます。

5. ［ラ イ センスのチェ ッ ク アウト 期間 (日)］フ ィ ールド に，コ ミ ュ ータ ・ ラ

イ センスが必要になる日数を入力し ます。

最大 365日間

6. ［要求フ ァ イ ルの生成］をク リ ッ ク し ます。

7. こ のボタ ンの下に表示さ れているリ ンク をク リ ッ ク し て，要求フ ァ イ ルを

含むフ ォ ルダを開き ます。

生成さ れた .lcor要求フ ァ イ ルをラ イ センス・ サーバの管理者，またはラ イ

センス・ サーバへのアク セス許可を持つユーザに送信し ます。

別のユーザが，ラ イ センス・ サーバにアク セスし て，ラ イ センス・ キー・

フ ァ イ ルをチェ ッ ク アウト し ，ラ イ センス・ キー・ フ ァ イ ルを送信する必

要があり ます。

8. ラ イ センス・ キー・ フ ァ イ ルを受け取っ たら ，ローカ ルに保存し ます。

［ラ イ センスのイ ンスト ール］をク リ ッ ク し ，［フ ァ イ ルの選択］をク

リ ッ ク し て受け取っ たテキスト ・ フ ァ イ ルを参照し ます。

9. ［イ ンスト ール］をク リ ッ ク し てラ イ センスをイ ンスト ールし ます。

10. ラ イ センス消費を定義し ている間に UFT Oneまたは UFT Developerが実行

さ れていた場合は，再起動し て新し いラ イ センスを適用し ます。

リ モート ・ コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスの返却

ラ イ センス・ サーバ管理者がラ イ センスをチェ ッ ク アウト し た後に，こ の手順

を実行し ます。

1. ［スタ ート ］メ ニュ ーまたは<UFT One / UFT Developer イ ンスト ール・

フ ォ ルダ>\bin\HP.UFT.LicenseInstallationWizard.exeから ウィ ザード にア

ク セスし ます。

2. ［ラ イ センス ウィ ザード ］の開始画面で［追加オプショ ン］＞［リ モート

コ ミ ュ ータ ラ イ センス］を選択し ます。
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3. ［リ モート コ ミ ュ ータ ラ イ センスのイ ンスト ール］画面で，［要求フ ァ イ

ルの生成］が選択さ れているこ と を確認し ます。

4. 生成画面で［チェ ッ ク イ ン要求の生成と 保存］をク リ ッ ク し ， .lcirチェ ッ

ク イ ン要求フ ァ イ ルを保存し ます。

5. ［次へ］をク リ ッ ク し てラ イ センスをアンイ ンスト ールし ます。

ラ イ センス・ ウィ ザード の画面で，リ モート ・ コ ミ ュ ータ ・ ラ イ センスのアン

イ ンスト ールが完了し たこ と が報告さ れます。UFT Oneまたは UFT Developer
のラ イ センスの種類が以前のも のに戻り ，そのラ イ センスがアク ティ ブになり

ます。

その他の参照項目：

l 「 シート ・ ラ イ センスと コ ンカ レン ト ・ ラ イ センス」 (79ページ )

l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management

コ マン ド ・ ラ イ ンを使用し たラ イ センスの
管理
シート ・ ラ イ センスまたはコ ンカ レン ト ・ ラ イ センスの消費およびラ イ センス

のステータ スの確認をコ マン ド ・ ラ イ ンから 直接行います。ラ イ センスをイ ン

スト ールするには管理者権限が必要です。

こ のセク ショ ンの内容：

• コ マン ド ・ ラ イ ンから のラ イ センス・ イ ンスト ーラ の実行 93
• コ マン ド ・ ラ イ ンを使用し たシート ・ ラ イ センスの定義 94
• コ マン ド ・ ラ イ ンを使用し たコ ンカ レン ト ・ ラ イ センスの消費 95

コ マン ド ・ ラ イ ンから のラ イ センス・ イ ンス
ト ーラ の実行

次のよう に，ラ イ センス・ イ ンスト ーラ LicenseInstall.exeを実行し ます。
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"<UFT One または UFT Developer イ ンスト ール・ ディ レ ク ト リ

>\bin\HP.UFT.LicenseInstall.exe"

関連するコ マン ド と パラ メ ータ のセッ ト を，以下の説明に従っ て追加し ます。

l 「 コ マン ド ・ ラ イ ンを使用し たシート ・ ラ イ センスの定義」 (94ページ )
l 「 コ マン ド ・ ラ イ ンを使用し たコ ンカ レン ト ・ ラ イ センスの消費」 (95ペー

ジ )

コ マン ド ・ ラ イ ンを使用し たシート ・ ラ イ セン
スの定義

ラ イ センス・ イ ンスト ーラ を実行し ，次を追加し て，コ マン ド ・ ラ イ ンでシー

ト ・ ラ イ センスを定義し ます。

seat "<ラ イ センス・ キー文字列>"

例：

"C:\Program Files (x86)\OpenText\UFT
One\bin\HP.UFT.LicenseInstall.exe" seat "<key> \" OpenText UFT One"

注：

l ラ イ センス・ キー文字列に二重引用符( ") が含まれている場合は，引用符の

前にバッ ク スラ ッ シュ ( \) を追加し てく ださ い。

l ラ イ センス・ キー・ フ ァ イ ルがローカ ルに保存さ れている場合は，ラ イ セン

ス・ イ ンスト ーラ を実行し ，次のコ ード を追加し ，ラ イ センス・ キー・ フ ァ

イ ルのパスを引用符で囲みます。

seat "<ラ イ センス・ キー・ フ ァ イ ルのパス >"

例：

"C:\Program Files (x86)\OpenText\UFT
One\bin\HP.UFT.LicenseInstall.exe" seat "Downloads\UFT-
licfile.dat"
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詳細については，「 シート ・ ラ イ センス」 (80ページ )を参照し てく ださ い。

コ マン ド ・ ラ イ ンを使用し たコ ンカ レン ト ・ ラ
イ センスの消費

こ れら の手順では，AutoPassラ イ センス・ サーバにイ ンスト ールさ れているコ

ンカ レン ト ・ ラ イ センスを消費するよう に UFT Oneを構成し ます。

AutoPass License Serverでの利用可能なラ イ センスの確認

次のコ マンド を追加し てラ イ センス・ イ ンスト ーラ を実行し ます。

licenses <server name/address>:<port> [/tenantid:"xx"
/tenanttoken:"xx"]

次に例を示し ます。

"C:\Program Files (x86)\OpenText\UFT
One\bin\HP.UFT.LicenseInstall.exe" licenses 11.11.111.111:5814
/tenantid:"tenant1" /tenanttoken:"6wxTn89A6BSr04c+nPYstA=="

注 : tenantidおよび tenanttokenが必要になるのは，マルチテナン ト の

License Serverで利用可能なラ イ センスを確認する場合のみです。

利用可能なラ イ センスが一意の ID と バージョ ンで表示さ れます。

コ ンカ レン ト ・ ラ イ センスの消費

1. ラ イ センス・ イ ンスト ーラ を実行し て，上記のよう に，AutoPass License
Serverで利用可能なラ イ センスを確認し ます。

利用可能なラ イ センスが一意の ID と バージョ ンで表示さ れます。

2. ラ イ センス・ イ ンスト ーラ を再度実行し ます。今回は，次のコ マンド と パ

ラ メ ータ を追加し ます。

concurrent <license ID> <license version> <server
address>:<port> [/tenantid:"xx" /tenanttoken:"xx"] [/force]

次に例を示し ます。
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"C:\Program Files (x86)\OpenText\UFT
One\bin\HP.UFT.LicenseInstall.exe" concurrent 10594 1
11.11.111.111:5814 /tenantid:"tenant1"
/tenanttoken:"6wxTn89A6BSr04c+nPYstA=="

address アド レ スの形式は，AutoPass License Serverの
［Configuration］表示枠の［Main］タ ブで使用さ れてい
るも のと 同じ である必要があり ます。

詳細については，AutoPass License Serverのオンラ イ
ン ・ ド キュ メ ン ト を参照し てく ださ い。

ポート 任意。

サーバの標準設定のポート は 5814です。

/tenantid AutoPass License Serverテナン ト の ID。
こ れが必要になるのは，License Serverでマルチテナン
シーが有効になっ ている場合のみです。

/tenanttoken テナン ト に割り 当てら れたト ーク ン。

こ れが必要になるのは，License Serverでマルチテナン
シーが有効になっ ている場合のみです。

/force 任意。

/forceを指定すると ，現在のイ ンスト ールが失敗し た場
合でも ，ラ イ センス・ イ ンスト ール情報が保存さ れま
す。こ れに続く セッ ショ ンで，UFT Oneまたは
UFT Developerはリ スト アッ プさ れたラ イ センス・ サー
バに，該当するラ イ センスがあるかどう かをチェ ッ ク し
ます。

サーバ接続プロ ト コ ルの変更

次を追加し てラ イ センス・ イ ンスト ーラ を実行し ます。

config protocol.primary <protocol>

<プロ ト コ ル>は必要に応じ て httpまたは httpsを指定し ます。
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その他の参照項目：

l 「 シート ・ ラ イ センスと コ ンカ レン ト ・ ラ イ センス」 (79ページ )

l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management

ラ イ センス動作の設定
こ のセク ショ ンでは，UFT Oneのラ イ センス動作の設定方法について説明し ま

す。

UFT Developerを Linuxまたは Macにイ ンスト ールする場合，または

UFT Developerスタ ン ド アロンをイ ンスト ールする場合は，代わり に

UFT Developerヘルプセンタ ーを参照し てく ださ い。

注 :後方互換性を考慮し て，一部のフ ォ ルダ・ パスには以前の会社のブラ

ン ド が意図的に使用さ れています。

こ のセク ショ ンの内容：

• 一般的なラ イ センス設定 97
• ラ イ センスのフ ォ ールバッ ク 機能の設定 98
• ラ イ センス・ タ イ ムアウト の設定 99

一般的なラ イ センス設定

一般的なラ イ センス動作は，UFT Oneまたは UFT Developerマシンにある

AutoPassラ イ センス設定フ ァ イ ルで管理さ れます。こ のフ ァ イ ルには，サポー

ト さ れているオプショ ン と 値に関する詳細が含まれています。

UFT One 24.2以降 UFT One 23.4

フ ァ イ ルは，次の場所に格納さ れています。
C:\ProgramData\OpenText\UFT\License\auto
pass.txt

フ ァ イ ルは，次の場所に格
納さ れています。
C:\ProgramData\Micro
Focus\UFT\License\autopas
s.txt
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注意 : こ のフ ァ イ ルを設定する際には注意が必要です。

間違っ た設定を行う と ，UFT Oneまたは UFT Developerが予期し ない動

作をし たり ，UFT Oneまたは UFT Developerが起動し なく なっ たり する

こ と があり ます。

追加の設定は，次のと おり です。

l 「 ラ イ センスのフ ォ ールバッ ク 機能の設定」 (98ページ )：コ ンカ レン ト ・ ラ

イ センス・ サーバに複数のラ イ センス・ エディ ショ ンがイ ンスト ールさ れて

いて，使用可能なラ イ センスを製品が常に見つけら れるよう にする場合は，

こ の手順を実行し ます。

l 「 ラ イ センス・ タ イ ムアウト の設定」 (99ページ )：ラ イ センスが解放さ れる

までのタ イ ムアウト 期間を定義し ます。

ラ イ センスのフ ォ ールバッ ク 機能の設定

システムで UFT Oneおよび UFT Developerのラ イ センス ・ フ ォ ールバッ ク 機能

を使用するかどう かを，次のよう に定義し ます。

1. AutoPass License Serverマシンで，

C:\ProgramData\autopass\apls\licenseserver\data\conf\UFT.xmlフ ァ イ ル

を参照し ます。

注 : こ のフ ァ イ ルは，AutoPassバージョ ン 9.3以降で使用でき ます。

2. 必要に応じ て，キーと 値を編集し て追加し ，次の値を trueに設定し ます。

製品 ラ イ センスの種類 キー

UFT One 任意 license.fallback.uft.rte

ラ ンタ イ ム・ エン
ジン

任意 license.fallback.rte.rte

UFT Developer UFT Developer license.fallback.leanft.leanft
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製品 ラ イ センスの種類 キー

UFT Developer ラ ンタ イ ム・ エン
ジン

license.fallback.leanft.rte

キー・ エン ト リ は必ず <properties>要素内の <comment>要素の後に追加し

てく ださ い。

次の形式でキーと 値を編集し て追加し ます。

<entry key="{Key}">{Value}</entry>

Example: UFT Oneを使用する場合で，任意のラ イ センスの種類を設定し

ている場合にフ ォ ールバッ ク 機能を有効にするには，次のよう に関連す

るキーの値を trueに設定し ます。

<entry key="license.fallback.uft.rte">true</entry>

ラ ンタ イ ム・ エンジン ラ イ センスの検出

フ ォ ールバッ ク 機能を有効にし ていて，使用可能な ラ ン タ イ ム・ エンジン の

ラ イ センスが検出さ れた場合，テスト の実行のみを行う こ と ができ ます。作成

や編集の機能は利用でき ません。

UFT One IDEや UFT Developer IDEのプラ グイ ンに常にアク セスでき るよ う にす

るには，次のいずれかを実行し ます。

l キーの値を falseに設定し て，フ ォ ールバッ ク 機能を無効にする ( こ れが標

準設定です ) 。

l ラ イ センス・ サーバの管理者に問い合わせて，UFT Oneラ ンタ イ ム・ エンジ

ンのラ イ センスがブロッ ク さ れているか使用中であるこ と を確認する。

詳細については，「 ラ イ センスのフ ォ ールバッ ク 機能」 (84ページ )を参照し て

く ださ い。

ラ イ センス・ タ イ ムアウト の設定

キーボード 入力やマウス入力がない場合に，UFT Oneまたは UFT Developerが
現在使用し ているコ ンカ レン ト ・ ラ イ センスを解放するまでの時間( 分) を定
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義し ます。

UFT Oneまたは UFT Developerのタ イ ムアウト の設定

1. UFT Oneまたは UFT Developerマシンで，LicenseSettings.xmlフ ァ イ ルを

開いて編集し ます。

UFT One 24.2以降 UFT One 23.4

フ ァ イ ルは
C:\ProgramData\OpenText\UFT\License
フ ォ ルダにあり ます。

フ ァ イ ルは
C:\ProgramData\Micro
Focus\UFT\Licenseフ ォ ルダ
にあり ます。

2. 次のパラ メ ータ を，タ イ ムアウト に定義する分数で更新し ます。

LicenseAutoReleaseInterval ラ イ センスがタ イ ムアウト し そう な
こ と をユーザに警告する確認メ ッ
セージが表示さ れるまでの時間( 分
数) 。

ConfirmLicenseReleaseTimeout 確認メ ッ セージが閉じ ら れ，ラ イ セ
ンスが解放さ れるまでの時間
( 分) 。

AutoPass コ ンカ レン ト ・ ラ イ センス・ サーバのタ イ ムアウト の

設定

AutoPass License Serverマシンで，UFT.xmlフ ァ イ ル

( C:\ProgramData\autopass\apls\licenseserver\data\conf\UFT.xml) を参照し

ます。

編集用にフ ァ イ ルを開き ，次のコ ード 行を追加し ます。

<entry key="autorelease.interval"><#></entry>

こ こ で，<#>は操作のない時間( 分) です。

例 :次の構文を指定すると ，操作のない状態が 10分間続いたと き に，ラ

イ センスが解放さ れます。

<entry key="autorelease.interval">10</entry>
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その他の参照項目：

l 「 ラ イ センスに関するよ く ある質問」 (101ページ )

l 「 UFT Oneラ イ センスに関する既知の問題」 (106ページ )

l 「 UFT Oneラ イ センス」 (77ページ )

l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management

ラ イ センスに関するよ く ある質問
こ のセク ショ ンでは，Functional Testingラ イ センスの使用と イ ンスト ールに関

し て，よ く ある質問と その回答をまと めます。

注 :後方互換性を考慮し て，一部のフ ォ ルダ・ パスには以前の会社のブラ

ン ド が意図的に使用さ れています。

こ のセク ショ ンの内容：

• UFT Oneヘルプセンタ ーのラ イ センス・ スコ ープ 102
• 古いラ イ センス ( UFT One 12.50より 前のも の) を新し いラ イ センス・ サーバで

使用でき ますか。 102
• どのラ イ センスをイ ンスト ールすればよいのですか。 102
• AutoPass License Serverをイ ンスト ールするにはどう すればよいですか。 103
• コ ンカ レン ト ・ ラ イ センスを使用する場合，ラ イ センス・ サーバに接続するに

は，どう すればよいでし ょ う か。 103
• エンタ ープラ イ ズ・ ネッ ト ワーク に UFT Oneをデプロイ する場合，どのよう な

方法でラ イ センスをイ ンスト ールすればよいでし ょ う か。 104
• ラ イ センス・ サーバでコ ンカ レン ト ・ ラ イ センスを管理する方法を教えてく だ

さ い。 104
• ラ イ センスの動作を自分で設定するこ と はでき ますか。 104
• プロキシ経由で AutoPass License Serverを使用でき ますか。 105
• ク リ ーンアッ プ ・ ラ イ センスと は何ですか。 105
• 体験版ラ イ センスの有効期限が短いのですが，どう すればよいでし ょ う か。 105
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UFT Oneヘルプセンタ ーのラ イ センス・ スコ ー
プ

こ のガイ ド では，UFT Oneおよび UFT Developerから AutoPass License Server
のラ イ センスにアク セスする方法について説明し ます。

プロキシ設定，ラ イ センスのイ ンスト ールと 管理，およびユーザ管理などの

AutoPass License Serverの各機能の詳細については，AutoPass License Server
のオンラ イ ン ・ ド キュ メ ン ト を参照し てく ださ い。

古いラ イ センス ( UFT One 12.50より 前のも
の) を新し いラ イ センス・ サーバで使用でき ま
すか。

使用でき ません。UFT One 12.50でラ イ センスのメ カ ニズムが変更さ れ，コ ン

カ レン ト ・ ラ イ センス・ サーバが AutoPass License Serverに変更さ れていま

す。

UFT Oneの旧バージョ ンでは，Sentinelコ ンカ レン ト ・ ラ イ センス・ サーバを

使用し ます。

注 : AutoPass License Server と そのド キュ メ ン ト は，UFT Oneセッ ト アッ

プ ・ プログラ ムで提供さ れます。

UFT One 12.50以降のバージョ ンでラ イ センスを使用するか，または AutoPass
License Serverにラ イ センスをイ ンスト ールするには，ラ イ センスをアッ プグ

レード する必要があり ます。

どのラ イ センスをイ ンスト ールすればよいので
すか。

次の表を参考にし て，イ ンスト ールするラ イ センスの種類を判断し てく ださ

い。ラ イ センスの種類の詳細については，「 UFT Oneラ イ センス」 (77ページ )
を参照し てく ださ い。
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シナリ オ

イ ンスト ールするラ イ センスの

種類

固有のラ イ センス ( ラ イ センスを 一意に
識別でき るラ イ センス ・ キーを 使用) が
割り 当てら れていますか。

シート

必要に応じ てラ イ センスを 使用するグ
ループに所属し ていますか。

コ ンカ レン ト

ラ イ センスがイ ンスト ールさ れ
ているラ イ センス・ サーバの IP
アド レスが必要です。

ラ イ センスのチェ ッ ク アウト に使用する
IP アド レ スが割り 当てら れていますか。

コ ンカ レン ト

出張を 予定し ており ，ラ イ センス ・ サー
バにアク セスでき ない状態になり ます
か。

コ ンカ レン ト ・ コ ミ ュ ータ

現在出張中であり ，ラ イ センス ・ サーバ
にアク セスし てラ イ センスを 取得でき な
い状態ですか。

リ モート ・ コ ミ ュ ータ

AutoPass License Serverをイ ンスト ールするに
はどう すればよいですか。

ITOMマーケッ ト プレ イ スから AutoPass License Serverをダウンロード し てく

ださ い ( ログイ ンが必要です ) 。

詳細については，AutoPass License Serverのオンラ イ ン ・ ド キュ メ ン ト を参照

し てく ださ い。

コ ンカ レン ト ・ ラ イ センスを使用する場合，ラ
イ センス・ サーバに接続するには，どう すれば
よいでし ょ う か。

Functional Testingラ イ センス・ ウィ ザード を実行し ，ラ イ センス・ サーバの IP
アド レスを入力し ます。こ れにより ，ラ イ センス・ サーバへの接続がチェ ッ ク

さ れ，イ ンスト ール可能なラ イ センスが一覧表示さ れます。
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コ ンカ レン ト ・ ラ イ センスをイ ンスト ールすると ，UFT Oneまたは

UFT Developerは UFT Oneまたは UFT Developerラ ンタ イ ム・ エンジンが起動

するたびに，指定さ れたラ イ センス・ サーバのアド レスを確認し て，要求さ れ

たラ イ センスを取得し ます。

詳細については，「 ウィ ザード を使用し たラ イ センスの管理」 (86ページ )を参

照し てく ださ い。

エンタ ープラ イ ズ・ ネッ ト ワーク に UFT One
をデプロイ する場合，どのよう な方法でラ イ セ
ンスをイ ンスト ールすればよいでし ょ う か。

UFT Oneのコ マンド ・ ラ イ ン ・ ツールを使用すれば，ラ イ センス・ ウィ ザード

を使用し なく ても UFT Oneラ イ センスをイ ンスト ールでき ます。

ラ イ センスのイ ンスト ールに使用するコ マン ド の詳細については，「 コ マン

ド ・ ラ イ ンを使用し たラ イ センスの管理」 (93ページ )を参照し てく ださ い。

コ マン ド ・ ラ イ ンでは，シート ・ ラ イ センスと コ ンカ レン ト ・ ラ イ センスをイ

ンスト ールでき ます。

ラ イ センス・ サーバでコ ンカ レン ト ・ ラ イ セン
スを管理する方法を教えてく ださ い。

AutoPass License Serverには完全な Webベースのイ ンタ フ ェ ースが付属し ，す

べてのラ イ センス ( コ ンカ レン ト と コ ミ ュ ータ の両方) のイ ンスト ール，管

理，および使用状況の追跡を実行でき ます。

詳細については，AutoPass License Serverのオンラ イ ン ・ ド キュ メ ン ト を参照

し てく ださ い。

ラ イ センスの動作を自分で設定するこ と はでき
ますか。

でき ます。詳細については，「 ラ イ センス動作の設定」 (97ページ )を参照し て

く ださ い。
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プロキシ経由で AutoPass License Serverを使
用でき ますか。

でき ます。UFT Oneまたは UFT Developerマシンにある autopass.txtフ ァ イ ル

でプロキシを設定し ます。

UFT One 24.2以降 UFT One 23.4

フ ァ イ ルは
C:\ProgramData\OpenText\UFT\License
フ ォ ルダにあり ます。

フ ァ イ ルは
C:\ProgramData\Micro
Focus\UFT\Licenseフ ォ ルダにあ
り ます。

プロキシ設定の詳細については，こ のフ ァ イ ル内のコ メ ン ト を参照し てく ださ

い。関連する行のコ メ ン ト を解除し ，それら の値を定義し てく ださ い。

注 : UFT Developerの Linux/Macイ ンスト ールの場合は，UFT Developerヘ
ルプセンタ ーを参照し てく ださ い。

ク リ ーンアッ プ ・ ラ イ センスと は何ですか。

ラ イ センス・ サーバのイ ンスト ール後にコ ンピュ ータ の時計が変更さ れた場

合，ラ イ センス・ サーバおよび UFT Oneまたは UFT Developerから ラ イ セン

ス・ サーバへの接続はいずれも 正常に機能し なく なり ます。

こ のよう な場合には，ラ イ センス・ サーバでク リ ーンアッ プ ・ ラ イ センスを使

用する必要があり ます。こ れにより ，ラ イ センス機能がすべてリ セッ ト さ れま

す。

ク リ ーンアッ プ ・ ラ イ センスの詳細については，UFT Oneラ イ センスの提供元

にお問い合わせく ださ い。

体験版ラ イ センスの有効期限が短いのですが，
どう すればよいでし ょ う か。

30日の試用版ラ イ センスの期間について問題がある場合は，以下を確認し ま

す。
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l UFT Oneまたは UFT Developerイ ンスト ール・ フ ォ ルダと そのすべてのサブ

フ ォ ルダへのすべてのアク セス許可があるこ と を確認し ます。

l システム時刻を変更し ていないこ と を確認し ます。システム時刻を変更し た

場合は，ラ イ センス・ メ カ ニズムにより 日付を戻し た日数に応じ て試用期間

が短く なるこ と があり ます。

その他の参照項目：

l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management

UFT One ラ イ センスに関する既知の問題
関連：GUI テスト および API テスト

Functional Testingラ イ センスの使用時には，次の既知の問題があり ます。

UFT Oneおよび
UFT Developer
の同時イ ンス
ト ール

UFT Oneセッ ト アッ プ ・ プログラ ムから UFT Developerを
イ ンスト ールし ，UFT Oneのシート ・ ラ イ センスを使用し
ている場合，UFT Developerは同じ ラ イ センスを使用し ま
す。

こ のよう な場合，UFT One と UFT Developerの両方を同時
に実行するこ と はでき ません。

コ ンピュ ータ の
日付の変更

期間限定のシート ・ ラ イ センスのイ ンスト ールでは，コ ン
ピュ ータ の日付を変更し ないでく ださ い。

日付を変更すると ，アク ティ ブなシート ・ ラ イ センスがブ
ロッ ク さ れ，それ以降，そのコ ンピュ ータ ではシート ・ ラ
イ センスをイ ンスト ールでき なく なり ます。

こ の問題に関する質問は，UFT Oneラ イ センスの提供元に
お問い合わせく ださ い。

NAT License Serverは，NAT( Network Address Translation) の
使用をサポート し ていません。

体験版ラ イ セン
ス

体験版ラ イ センスはコ ンカ レン ト ・ ラ イ センスには含まれ
ていません。コ ンカ レン ト ・ ラ イ センスには，AutoPass
License Serverへのアク ティ ブな接続と ，ラ イ センス・
キーのイ ンスト ールが必要です。
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種類の変更 ラ イ センスのタ イ プをシート ・ ラ イ センスと コ ンカ レン
ト ・ ラ イ センス間で変更するには，管理者権限が必要で
す。

問題の解決方法がこ こ で見つから なかっ た場合は，UFT Oneコ ミ ュ ニティ で

UFT Oneラ イ センスの問題を検索し てく ださ い。

その他の参照項目：

l 「 UFT Oneラ イ センス」 (77ページ )

l 「 ラ イ センス・ エディ ショ ン 」 (82ページ )

l 「 ウィ ザード を使用し たラ イ センスの管理」 (86ページ )

l 「 コ マン ド ・ ラ イ ンを使用し たラ イ センスの管理」 (93ページ )

l 「 ラ イ センスに関するよ く ある質問」 (101ページ )

l ブログ：Take a deep dive into Unified Functional Testing’s new license
management
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ALMに接続する前に
こ のコ ンピュ ータ の ALMから リ モート で UFT Oneテスト を実行する場合，

ALMに接続する前にユーザ・ アカ ウン ト 制御( UAC) 設定を変更する必要があ

り ます。こ れら の変更は，後で元に戻すこ と ができ ます。

注 : こ のセク ショ ンで説明するセキュ リ ティ 設定の変更は，システム管理

者が行う こ と をお勧めし ます。

前述のオペレーティ ング・ システムにおけるユーザ・ アカ ウン ト 制御

( UAC) の変更に関し ては，Microsoftサポート へお問い合わせく ださ

い。

こ のセク ショ ンの内容：

• Microsoft Windows 10および 11，Windows Server 2016および  2019 108
• Microsoft Windows Server 2012 109
• UACを再度有効にする ( 必要な場合) 109

Microsoft Windows 10および 11，Windows
Server 2016および  2019
Windows 10，Windows Server 2016，Windows Server 2019マシンの UAC設定

を次のよう に変更し ます。

1. レジスト リ ・ エディ タ を開き ます ( regeditコ マン ド を実行) 。

2. 次のキーに移動し ます。HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows\CurrentVersion\Policies\Syste
m

3. EnableLUA DWORD値を 0に変更し ます。

4. 変更内容を有効にするには，コ ンピュ ータ を再起動し ます。
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Microsoft Windows Server 2012
Windows Server 2012マシンの UAC設定を次のよう に変更し ます。

1. 管理者と し てログイ ンし ます。

2. ［コ ン ト ロール パネル］から ，［ユーザー アカ ウン ト ］＞［ユーザー ア

カ ウン ト と フ ァ ミ リ ー セーフ ティ ］＞［ユーザー アカ ウン ト 制御設定の

変更］を選択し ます。

3. ［ユーザー アカ ウン ト 制御の設定］ウィ ン ド ウで，スラ イ ダを動かし て

［通知し ない］にし ます。

4. ［コ ン ト ロール パネル］で，［システムと セキュ リ ティ ］＞［管理ツー

ル］＞［ローカ ル セキュ リ ティ ポリ シー］を選択し ます。

5. ［ローカ ル セキュ リ ティ ポリ シー］ウィ ン ド ウの左側の表示枠で，［ロー

カ ル ポリ シー］を選択し ます。

6. ［ローカ ル ポリ シー］ツリ ーで，［セキュ リ ティ オプショ ン］を選択し ま

す。

7. 右の表示枠で，［ユーザー アカ ウン ト 制御 :管理者承認モード ですべての

管理者を 実行する］オプショ ンを選択し ます。

8. メ ニュ ー・ バーから ，［アク ショ ン］＞［プロパティ ］を選択し ます。

9. 開いたダイ アログ・ ボッ ク スで，［無効］を選択し ます。

10. 変更内容を有効にするには，コ ンピュ ータ を再起動し ます。

UACを再度有効にする ( 必要な場合)
ALMに接続し た後，［ユーザ アカ ウン ト 制御の設定］ウィ ン ド ウに戻り ，再

度 UACを有効にし ます。スラ イ ダを前の位置に戻し て，UACオプショ ンを再

度オンにし ます。
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Windows 10では，レジスト リ ・ エディ タ を開き ，HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\Microsoft
\Windows\CurrentVersion\Policies\System\EnableLUAの値を 1に戻し ます。

変更内容を有効にするには，コ ンピュ ータ を再起動し ます。

その他の参照項目：

l Application Lifecycle Management

l ALMヘルプセンタ ー
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